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「あか牛」くん誕生の経緯
先に活躍中の「五岳くん」「火の子
ちゃん」と一緒に観光や草原環境
をアピールするため誕生。
デザイン画は先の２体に続き、漫画
家の川崎のぼる氏が好意により
描かれました。

「
五
岳
く
ん
」

「
火
の
子
ち
ゃ
ん
」

と
一
緒
に
阿
蘇
の
Ｐ
Ｒ

が
ん
ば
る
モ
〜
！

目指せ
ゆるキャラ
日本一！！

阿蘇市イメージキャラクター

「あか牛」の魅力 ！

＜性格がおとなしい＜性格がおとなしい・地方特定品種・地方特定品種＞
耐寒・耐暑性に優れ放牧に適し、性格がおとなし耐寒・耐暑性に優れ放牧に適し、性格がおとなしい。地方特定品地方特定品
種とされ、種とされ、草原にいる風景は草原にいる風景は阿蘇のシンボルといえます。阿蘇のシンボルといえます。

＜タウリンなどの栄養素が豊富＞＜タウリンなどの栄養素が豊富＞
肉質は赤身が多く、うま味・やわらかさ・ヘルシーさを兼ね備えて肉質は赤身が多く、うま味・やわらかさ・ヘルシーさを兼ね備えて
います。アミノ酸の一種「タウリン」が、あか牛の肉（あか身）にいます。アミノ酸の一種「タウリン」が、あか牛の肉（あか身）に
多く含まれていることがわかりました。「タウリン」には、肝機能障多く含まれていることがわかりました。「タウリン」には、肝機能障
害の改善や血圧降下などの作用が害の改善や血圧降下などの作用があります。あります。あか牛が自然の健康あか牛が自然の健康
ビーフと呼ばれるほどヘルシーであることが証明されました！ビーフと呼ばれるほどヘルシーであることが証明されました！

＜性格がおとなしい・地方特定品種＞
耐寒・耐暑性に優れ放牧に適し、性格がおとなしい。地方特定品
種とされ、草原にいる風景は阿蘇のシンボルといえます。

＜タウリンなどの栄養素が豊富＞
肉質は赤身が多く、うま味・やわらかさ・ヘルシーさを兼ね備えて
います。アミノ酸の一種「タウリン」が、あか牛の肉（あか身）に
多く含まれていることがわかりました。「タウリン」には、肝機能障
害の改善や血圧降下などの作用があります。あか牛が自然の健康
ビーフと呼ばれるほどヘルシーであることが証明されました！
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い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・

だ
れ
で
も
・
い
つ
ま
で

も
〜
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

展
開
し
て
い
る
火
の
山
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
も
今
年
で
５
年
目
を

迎
え
ま
す
。
「
年
間
に
７
〜
８

㎏
痩
せ
た
」
、
「
病
院
に
行
く

回
数
が
減
っ
た
」
な
ど
の
声
も

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
全
国
的
に

も
こ
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
が
普
及
し
て
き
て
い
ま

す
。

　

運
動
不
足
な
方
、
運
動
が
苦

手
な
方
、
出
不
精
な
方
、
と
に

か
く
誰
で
も
参
加
可
能
な
ク
ラ

ブ
で
す
。
入
会
さ
れ
る
と
全
種

目
に
参
加
で
き
、
各
種
目
の
指

導
者
が
や
さ
し
く
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。
平
成
24
年
度
は
、
４
月

か
ら
12
種
目
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
（
左
図
参
照
）
各
種
目
の

指
導
者
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
、
ク
ラ
ブ
事
務
局
等
が
会
員

の
皆
さ
ま
の
健
康
増
進
を
全
面

的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
！

入
会
す
る
と
12
種
目

全
て
に
参
加
で
き
る
！

入全

み
ん
な
で
汗
を
か
い
て
、
元
気
な
阿
蘇
市
を
つ
く
ろ
う
！

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
火
の
山
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
会
員
募
集
！

乗馬ソフトテニスゴルフノルディックウォーク

健康スポーツに参加するようになって３年。まず、
続いているという事は、第一に楽しいという事で
す。身体を動かす習慣のなかった私ですが、身体を
動かす事により体調が良くなり感謝しています。こ
れからもできる限り、続けたいです！

火の山スポーツに入って２年目です。２時間楽し
く、技術も向上でき、また、幅広い年代の人との
出会いやふれあいができる、とてもよい場所で
す。今後も続けていきたいです！

会員さんにクラブの魅力を聞きました！

ピラティスのおかげで身体全体がすっきりして、肩
こり・腰痛が解消し、骨盤の歪みが日増しに良くな
りました！リラクゼーションの効果で気分も落ち着
きます。

小学校に入学する前に、お兄ちゃんと一緒に体験し
て、とってもかっこいいと思い始めました。これか
らもたくさんメダルがとれるように頑張ります！

健康スポーツ　山口るみさん（赤水）

バドミントン　金子瑠華さん（分２区）

ピラティスに参加している皆さん

日本拳法　北窓正学くん（内牧１区）

(写真左下)

(写真後列左から２番目)

(写真右)

み総
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会
員
特
典
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
入
会
く
だ
さ
い
。
市
役
所
３

階
教
育
課
、
内
牧
支
所
、
波
野

支
所
に
て
入
会
受
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。
み
ん
な
で
汗
を
か
い

て
健
康
で
元
気
な
阿
蘇
市
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
！

　

な
お
、
今
年
度
は
料
金
体
系

を
一
新
し
、
家
族
で
の
入
会

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
さ
れ

る
方
は
、
ク
ラ
ブ
会
費
が
お
得

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
更
新
す

る
だ
け
で
も
去
年
よ
り
お
得
に

な
り
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の

方
々
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
！

素
敵
な
会
員
特
典
も
！

フットサル

○年間のクラブ会費（クラブ会費【保険料込み】＝入会金+年会費）

入会金 ６００円
（更新の方は０円） 年会費

ジュニア会員 小中学生 ２，０００円
一般会員 １６～５９歳 ６，０００円
シニア会員 ６０～６４歳 ５，０００円

グランドシニア会員 ６５歳以上 ４，０００円

○各種目詳細

種　目 曜日 参加料 時　間 備考

健康スポーツ 水 1回　１００円 20：00～22：00
卓　球 金 高校生以下２００円／1回、一般３００円／1回 20：00～22：00
乗　馬 日 馬術３，０００円／月、体験５００円／1回 11：30～13：30

ウォーキング 日 １回　１００円   9：00～11：00 雨天時は原則中止

ゴ　ル　フ

(練習場)
火・金 (２時間)大人1,000円、高校生以下500円 19：00～22：00

(ゴルフ場)
毎日

≪夏季≫
大人：【９H】2,500円【18H】4,700～5,000円
高校生以下：【18H】500～1500円
≪冬季≫
大人：【９H】1,500～2,500円【18H】4,000円
高校生以下：【18H】500～1,500円

13：00～

※ ゴルフ場は薄暮プレ
ーに限ります。
※ ゴルフ場により価格
差があります。
※事前予約が必要。

バドミントン 月～金 １回　２００円 20：00～22：00
日本拳法 土 １回　１００円   9：00～10：30 平日に練習あり
ピラティス 日 １回　５００円 20：30～21：30 ヨガマット・バスタオル持参
ソフトテニス 木 １回　２００円 19：30～21：30
フットサル 水 １回　３００円 19：00～20：30

ノルディックウォーク 水 １回　１００円 10：00～11：30
硬式テニス 金 １回　３００円 19：00～21：30

【問い合わせ】
火の山スポーツクラブ事務局
教育課 社会体育係内
☎２２‐３２２９

全世帯に申込書と概要パンフ
レットを配布しておりますの
で、そちらもご覧ください！

全世帯に申込書と概要パンフ
レットを配布しておりますの
で、そちらもご覧ください！

年間のクラブ会費（クラブ会費【保険料込み】＝入会金+年会

総合型地域スポーツクラブ「火の山スポーツクラブ」会員募集

年会費割引→ファミリー割引（20％OFF）、ボランティア割引（30％OFF）　詳しくは事務局へ！！

卓球硬式テニスウォーキング
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熊 本 県 知 事 選 挙
投票日：３月２５日 日

投票時間：午前７時から午後６時まで　※荻の草、深葉地区は午後４時まで

投票のしかた

期日前　　投票用紙に候補者名を記入してください。

※選挙当日に投票所へ行けない方は、期日前投票・不在者投票の制度をご利用ください。

投票したい候補者の必要部分に“○”を記入
してください。 当　日

期日前投票 ※投票場所によって開設期間が違いますので、ご注意ください。

●持ってくるもの：入場券（入場券がなくても、選挙権があれば投票できます）
●投票場所と時間：下記のとおり　※３ヶ所のいずれでも投票できます。

期日前投票ができる場所 投票期間 投票時間

阿蘇市役所 ３月　９日金から
３月２４日土まで 　　期間中

午前８時３０分　から
午後８時００分　まで

内牧支所 ３月１７日土から
３月２４日土まで波野支所

不在者投票

不在者投票の種類 このような場合に

他の市区町村で
行う不在者投票

・ 阿蘇市の選挙人名簿に登録されている方が、出張などで投票日まで他の市区町村に滞在する場合
は、滞在地の市区町村選挙管理委員会で不在者投票ができます。

・ 郵便等でのやり取りが必要となりますので、手続き等の詳細については早めにお問い合わせくだ
さい。

指定病院等で
行う不在者投票

・ 不在者投票ができる施設として、指定を受けた病院、老人ホ－ム等に入院（入所）中の方は、そ
の施設で不在者投票ができますので、早めに施設長に申し出てください。

郵便等による
不在者投票

・ 身体障害者手帳、戦傷病者手帳をお持ちの方で一定の要件に該当される方や介護保険被保険者証
の要介護区分が要介護５である方で郵便投票証明書の交付を受けている方のみ対象となります。

・ 郵便投票証明書の交付は申請手続きが必要となりますので、早めに選挙管理委員会に問い合わせ
ください。

その他 ・ 期日前投票期間中に１９歳の方（選挙当日までに２０歳になる方）は、不在者投票となります。

※不在者投票についてはお早めにお問い合わせください。
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投票所一覧
※地区（行政区）ごとの投票所は次のとおりです。

区分 投票区 地区又は行政区名 投票所名

一
の
宮
地
区

１ 町区、北区、東２区、西１区、西３区、塩塚 阿蘇市役所

２ 古神区、西２区、東１区、東３区 社会教育センター（一の宮体育館）

３ 分区 農業構造改善センター（分区公民館）

４ 坂梨、中坂梨 坂梨公民館

５ 古城地区 古城公民館

６ 中通地区（荻の草を除く） 中通公民館

７ 荻の草、舞谷 荻の草公民館

阿
蘇
地
区

８ 内牧１区、３区、４区、５区、小里、茗ヶ原 阿蘇公民館
（阿蘇体育館駐車場の道路向かい）

９ 南宮原、湯浦、西湯浦、西小園 ふれあいプラザ北外輪

１０ 深葉地区 旧内牧小学校深葉分校

１１ 内牧２区、成川、折戸、宇土、浜川 阿蘇市内牧支所

１２ 狩尾地区 狩尾２区公民館

１３ 永草、枳、赤水、車帰、跡ヶ瀬、的石 阿蘇広域行政事務組合　未来館

１４ 下西黒川、乙姫、黒川千丁 乙姫公民館

１５ 東黒川、坊中、南黒川、元黒川、北黒川、上西黒川 坊中公民館

１６ 西町、竹原、蔵原 竹原公民館

１７ 役犬原地区 コミュニティセンター

１８ 山田地区 阿蘇市立山田保育園
※前回と場所が違うのでご注意ください。

波
野
地
区

１９ 楢木野、赤仁田、山崎、仁田水、中江、滝水 阿蘇市波野支所

２０ 小園、小地野、笹倉 林業研修集会施設

２１ 立塚、横堀、遊雀、中道 農村婦人の家

２２ 坂の上、大道 高齢者ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ福寿荘

広告

阿蘇市選挙管理委員会事務局　☎２２－３２３９（直通）問い合わせ

熊本県知事選挙
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Flash NewsFlash Newsフラッシュニュースフラッシュニュース

阿蘇のお土産 お菓子コンテスト阿蘇のお土産 お菓子コンテスト
グランプリは、熊本農業高校食品加工クラブの「阿蘇ｄｅタルト」！

阿

蘇
の新
たな
名物に！

市
で
は
、
阿
蘇
の
新

た
な
お
土
産
と
な

り
う
る
〝
お
菓
子
〞
の
コ

ン
テ
ス
ト
を
初
め
て
開
催

し
ま
し
た
。
広
く
一
般
の

方
か
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
阿
蘇
市
内

を
は
じ
め
県
内
外
か
ら
31

作
品
の
応
募
が
あ
り
、
２

次
審
査
に
12
作
品
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
審
査
は
、

熊
本
県
菓
子
工
業
組
合
組

織
強
化
委
員
長
を
務
め
る

青
木
幸
治
氏(

菓
匠
久
幸

堂
代
表
取
締
役
社
長)

、

阿
蘇
市
地
域
振
興
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー 

前
田
香
保
里
氏

を
は
じ
め
、
６
名
に
よ
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、

グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
、
熊
本

農
業
高
校
食
品
加
工
ク
ラ

ブ
の
「
阿
蘇
ｄ
ｅ
タ
ル

ト
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

阿
蘇
の
特
産
品
で
あ
る
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
を
使
用
し
、

タ
ル
ト
生
地
が
山
々
を
、

ア
ス
パ
ラ
で
作
っ
た
バ
バ

ロ
ア
で
カ
ル
デ
ラ
を
表

現
し
た
作
品
で
し
た
。
ま

た
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
に

は
、
阿
蘇
の
五
岳
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
阿
蘇
清
峰
高

校
の
「
阿
蘇
五
岳
ジ
ャ
ム

ラ
イ
ス
ケ
ー
キ 

お
土
産

セ
ッ
ト
」
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

入
賞
作
品
に
つ
い
て

は
、
専
門
家
の
意
見
も
交

え
な
が
ら
商
品
化
に
向
け

た
開
発
を
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。

コ ン テ ス ト 結 果

グランプリ
「阿蘇ｄｅタルト」　
熊本農業高校食品加工クラブ（熊本市）

準グランプリ
「阿蘇五岳ジャムライスケーキ　
　お土産セット」　
　　　　　阿蘇清峰高校食品コース  

プロジェクトチーム（阿蘇市）

奨 励 賞

「阿蘇の燃える恋心」　
山田 千代美（合志市）

「まるごと　ＡＳＯ　Ｐｉｅ」　
瀬井 香織（阿蘇市）

「緑の草原米塚ップケーキ」　
後藤 里美（熊本市）

「さと芋かるかん　大
ジ オ

地のめぐみ」　
坂梨 千秋（阿蘇市）

審査員特別賞

「阿蘇丸せんべい」　
綾 優佳（阿蘇市）

「簡単!!阿蘇野菜サクサククッキー」
井手 キミ子（阿蘇市）

「最終審査に残った方々は、年齢も
１０代から７０代までと幅広く、又、
全くジャンルの違う菓子が揃いまし
た。皆様の阿蘇に対する熱い思いを込

めた作品ばかりで、レベルの高い力作が多く、皆さま
の真剣な取り組みに感謝致します。」

青木審査員の講評

出品者と関係者の皆さんで記念写真を撮りました！

グランプリを受賞した熊農食品加工クラブの皆さん

阿蘇 d e タ ルト阿蘇五岳ジャムライス
ケーキお土産セット

グランプリ作品準グランプリ作品
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阿蘇市のニュースをお届けします

市
教
育
委
員
会
が
中
学
生
職
場
体
験
活
動
で

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
！

市
教
育
委
員
会
は
、

平
成
20
年
度
の
１

年
間
、
文
部
科
学
省
か
ら

キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
指
定
を

受
け
、
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
て
市
内
の
４
中
学

校
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
推
進
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

そ
の
後
も
継
続
し
て
取

り
組
ん
だ
キ
ャ
リ
ア
・
ス

タ
ー
ト
・
ウ
ィ
ー
ク
（
中

学
生
に
よ
る
５
日
間
の
職

場
体
験
活
動
）
等
の
取
組

の
成
果
が
評
価
さ
れ
、
市

教
育
委
員
会
が
平
成
23
年

　

児
童
・
生
徒
に
、
望
ま

し
い
職
業
観
・
勤
労
観
及

び
職
業
に
関
す
る
知
識
や

技
能
を
身
に
付
け
さ
せ
る

と
と
も
に
、
自
己
の
個
性

を
理
解
し
、
主
体
的
に
進

路
を
選
択
す
る
能
力
・
態

度
を
育
て
る
こ
と
を
目
指

す
教
育
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は

度
キ
ャ
リ
ア
教
育
優
良
教

育
委
員
会
文
部
科
学
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
及
び
各

小
・
中
学
校
で
は
、
今
後

も
引
き
続
き
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
充
実
を
図
る
べ
く
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

小
・
中
学
生
へ
の
職
場

見
学
、
職
業
講
話
及
び
職

場
体
験
活
動
を
お
引
き
受

け
い
た
だ
い
た
方
々
に
感

謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に

に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
今

後
の
よ
り
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

熊
日
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ
協
定
を
結
ぶ

地
域
医
療
連
携
に
関
す
る

講
演
会
を
開
催

熊
本
県
地
域
医
療
再
生
計
画
に
沿
い
活

動
す
る
阿
蘇
地
域
医
療
連
携
作
業
部
会

（
事
務
局
：
阿
蘇
中
央
病
院
）
に
よ
る
「
阿
蘇

地
域
医
療
圏
に
お
け
る
地
域
医
療
連
携
に
関
す

る
講
演
会
」
が
、
２
月
10
日
、
阿
蘇
い
こ
い
の

村
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
平
成
26
年
春
に
開
業
す
る
阿
蘇
中
央

病
院
を
軸
と
す
る
医
療
連
携
を
考
え
行
わ
れ
た

も
の
で
、
医
療
連
携
の
先
進
地
で
あ
る
荒
尾
市

民
病
院
の
大
嶋
壽
海
院
長
が
荒
尾
地
域
を
例
に

講
演
し
た
ほ
か
、
熊
大
病
院
の
甲
斐
豊
特
任

教
授
が
「
阿
蘇
医
療
圏
に
お
け
る
急
性
期
脳

血
管
障
害
の
現
状
と
将
来
の
展
望
」
を
、
ま

た
、
熊
大
病
院

の
西
佳
子
助
教

が
「
阿
蘇
中
央

病
院
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
現
状
」
を
講

演
し
、
参
加
し

た
医
療
関
係
者

１
２
０
人
は
熱

心
に
聴
き
入
り

質
疑
応
答
も
盛

ん
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

平
成
24
年
２
月
21
日
、
阿
蘇
市
教
育
委
員
会

は
熊
日
新
聞
社
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ
協
定
を
結
び
ま

し
た
。
児
童
・
生
徒
が
新
聞
を
生
き
た
教
材
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
語
活
動
を
活
発

に
し
、
読
解
力
を
は
じ
め
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
等
の
学
力
向
上
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
社
会

に
関
心
を
向
け
た
人
材
を
育
成
す
る
な
ど
幅
広
い

人
間
形
成
に
役
立
た
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
協
定
を
結
ん
だ
こ
と
で
、
阿
蘇
市
内
の
小

中
学
校
で
は
、
新
聞
記
事
や
写
真
を
整
理
し
た
熊

日
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
で
き
た
り
、
熊
日
の

方
を
講
師
と
し
て
招
い
て
、
児
童
生
徒
だ
け
で
な

く
教
師
も
対
象
に
し
た
出
前
授
業
を
依
頼
す
る
こ

と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ＮＩＥとは…
Newspaper　In　Educationの略で、学校な
どで新聞を教材として活用することで、平成元
年にスタート以来、全国で展開されています。

▲協定を結び握手を交わす、松下編集局長
（左）と日　教育長



昭和35年に、内牧中、尾ヶ石中、永水中
が統合し創設。今年で創立52年となり、
これまで10,598人の生徒が卒業しました。

昭和22年に旧黒川村で黒川中学校として
創設。同24年に名称を阿蘇中学校に改称
し、以来、65年に渡り8,171人の生徒が
卒業しました。

阿蘇北中学校（昭和35年～） 阿蘇中学校（昭和22年～）

長
い
歴
史
に
幕
。

阿
蘇
中
学
校
、
阿
蘇
北
中
学
校
で

閉
校
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た

両
校
併
せ
て
約
千
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た

閉
校
式
。
地
域
と
共
に
愛
さ
れ
た
中
学
校
も

こ
の
３
月
に
閉
校
し
ま
す
。

　
　
　

年
４
月
か
ら
阿
蘇

　
　
　

中
学
校
と
阿
蘇
北

中
学
校
が
統
合
す
る
こ
と

に
伴
い
、
２
月
25
日
、
26

日
に
両
校
で
閉
校
式
典
及

び
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

式
典
に
は
、
生
徒
や
学

校
関
係
者
を
は
じ
め
、
多

く
の
来
賓
、
卒
業
生
、
保
護

者
ら
両
校
併
せ
て
約
千
人

が
出
席
。
出
席
者
は
、
名

残
惜
し
く
も
閉
校
を
迎
え

る
母
校
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
を
抱
き
な
が
ら
神
妙

な
面
持
ち
で
式
典
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
そ
れ
ぞ
れ

記
念
行
事
が
行
わ
れ
、
思

い
出
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映

や
、
記
念
演
奏
、
生
徒
に

よ
る
合
唱
な
ど
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

閉
校
後
は
、
両
校
共
に

解
体
す
る
予
定
と
な
て
お

り
、
阿
蘇
中
学
校
の
解
体

後
は
阿
蘇
中
央
病
院
が

建
設
さ
れ
、
阿
蘇
北
中
の

解
体
後
は
、
新
阿
蘇
中
学

校
の
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

し
て
整
備
さ
れ
る
予
定

で
す
。

今

　
　
　

月
に
ス
タ
ー

　
　
　

ト
す
る
新
生

阿
蘇
中
学
校
の
校
歌

が
完
成
し
、
２
月
21
日

に
平
成
音
楽
大
学
で
、

教
育
長
が
受
領
し
ま

し
た
。

　

新
校
歌
は
、
阿
蘇

北
中
学
校
の
麻
生
校

長
が
作
詞
を
行
い
、

平
成
音
楽
大
学
の
学

長
で
あ
る
出
田
敬
三

氏
に
作
曲
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
新
し

い
校
歌
は
、
４
月
10
日

に
予
定
し
て
い
る
入

学
式
で
初
披
露
さ
れ

ま
す
。 ４

校歌を歌う阿蘇中の生徒たち校歌を歌う阿蘇中の生徒たち校歌を歌う阿蘇中の生徒たち

校歌を歌う阿蘇北中の生徒たち校歌を歌う阿蘇北中の生徒たち校歌を歌う阿蘇北中の生徒たち

阿蘇北中閉校式の様子阿蘇北中閉校式の様子阿蘇北中閉校式の様子

阿蘇中での記念演奏の様子阿蘇中での記念演奏の様子阿蘇中での記念演奏の様子

校歌受領の様子。校歌受領の様子。教育長を囲んで教育長を囲んで
麻生校長（左）と出田学長（写真右）麻生校長（左）と出田学長（写真右）
校歌受領の様子。教育長を囲んで
麻生校長（左）と出田学長（写真右）

着
々
と
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
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問い合わせ　　総務課 秘書政策室  ☎２２‐３１１１　　　５５‐３１１１

　　 災発生後の３月１４日から、市内の公共施設４８ヵ所に義援金箱を設置して市民の皆様
　　 にご協力をお願いしています。
■義援金の受付状況　１月分の総額 175,376 円（うち各行政区等から阿蘇市社会福祉協議会
　　　　　　　　　　を通じて受け付けた金額 9,989 円）
　　　　　　　　　　累計 14,482,505 円
　寄せられました義援金は「阿蘇市民一同」からの義援金として日本赤十字社を通じて被災さ
れた方々に届けられることになります。
　なお、皆さまにご協力いただきました義援金については、平成 24 年３月 31 日をもちまして、
受け付けを終了させていただきます。

震　　 災発生後の３月１４日から、市内の公共施設４８ヵ所に義援金箱を設置して市民の皆様　　 にご協力をお願いしています。
■義援金 受付状況 １月分 総額 175 376 （うち各行政区等から阿蘇市社会福祉協議会

　 　
　 　　

東日本大震災の救援義援金ご協力ありがとうございます

① 「
火
事
で
す
」「
救
急
で
す
」
と
は
っ
き

　

り
言
い
ま
し
ょ
う
。

② 

火
災
現
場
や
、
け
が
人
や
病
人
の
い
る

　

場
所
を
正
確
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

　

目
標
に
な
る
よ
う
な
分
か
り
や
す
い
建

　

物
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

③ 

火
災
の
種
類
（
建
物
・
車
両
・
原
野
）、

　

病
人
や
け
が
人
の
具
合
、
人
数
な
ど
正

　

確
な
状
況
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

④ 

あ
な
た
の
名
前
と
電
話
番
号
（
携
帯
電

　

話
番
号
）
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

※

携
帯
電
話
で
の
、
隣
接
市
町
村
と
の
境

　

付
近
か
ら
の
通
話
は
、
管
轄
以
外
の
消

　

防
本
部
へ
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

阿
蘇
広
域
消
防
本
部

　

中
部
消
防
署　

☎
３
４‐

０
０
２
４

　
産
山
波
野
分
駐
所　

☎
２
４‐

２
７
６
６

消防車や救急車を要請するときは、誰でも
動揺しているものです。しかし、こういう
時こそ気持ちを落ち着かせて、次のように
通報してください。

火災・救急は火災・救急は火災・救急は

119191191911919119 番へ番へ番へ

阿蘇中学校閉校にあたり、６５年の歴史をまとめた記念誌を発刊・
販売します。購入を希望される方は、次の要領でお求めください。

　■記  載  内  容　・卒業生や先生の写真と名簿
　　　　　　　　　・学校沿革史と寄稿文
　　　　　　　　　・思い出の写真や現中学校の写真など
　■販  売  価  格　２,１００円（税込み）＜送料：別途＞
　■取 り 扱 い 店　りんどう印刷　☎２２－００４４
　■問い合わせ先　閉校実行委員会　宮崎（☎090－2503－1593）

阿蘇中学校閉校にあたり、６５年の歴史をまとめた記念誌を
販売します。購入を希望される方は、次の要領でお求めくだ

「阿蘇中学校閉校記念誌」販売のご案内「阿蘇中学校閉校記念誌」販売のご案内「阿蘇中学校閉校記念誌」販売のご案内
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「チョーイ、チョイ」掛け声でウサギ追い
宮地小学校ウサギ追い

　一の宮運動公園付近の山林で２月１１日、宮
地小学校の児童と保護者ら約１６０人が参加して、
ウサギ追いが行われました。
　このウサギ追いは阿蘇の各所で行われており、
宮地小学校でも長年行われている行事の一つです。
　参加者はウサギを待ち構える「網隊」とウサ
ギを追う「勢子隊」に分かれ、手作りの棒を地
面に叩き、「チョーイ、チョイ」と大きな掛け
声でウサギを追いました。残念ながらウサギを
捕えることはできませんでしたが、井手龍之介
くん (６年 ) と藤島皐資くん ( 同 ) は「楽しい
思い出ができた」と満足気でした。

大好きなお父さんとサッカーしたよ！
父子ふれあいサッカー教室 in阿蘇

　父子でサッカーを通して絆を深めてもらおう
と、ロアッソ熊本による「父子ふれあいサッカー
教室 in 阿蘇」が２月１２日、農村公園あぴかで
行われ、３０組の親子が参加しました。
　この催しは、熊本県の委託事業により昨年か
ら県内各所で行われており、阿蘇市では初めて。
　教室では、ロアッソ熊本の現役選手とスタッ
フがコーチとして指導し、父子で手をつないで
取り組むユニークな練習内容で、ふれあいなが
ら汗を流して楽しみました。服部勇希くん（４
年）は、「お父さんとサッカーができて嬉しかっ
た」と喜んでいました。

不法投棄に鋭い目！
廃棄物不法投棄監視合同パトロール

　不法投棄防止の啓発を図り、廃棄物の不法投
棄を未然に防止することを目的とした廃棄物不
法投棄監視合同パトロールが２月６日～１４日
まで県阿蘇地域振興局管内で行われました。
　この取り組みは県・警察・振興局管内市町村・
民間監視員等１２団体からなる阿蘇環境ネット
ワーク（事務局：阿蘇保健所）の主催により毎年
行われているもので、初日の６日は阿蘇市内の５
地域を巡回しました。この日の巡回では、冷蔵庫
や農業用ビニールなどの不法投棄を確認しました。
　不法投棄については管理者（占有者）で対応
とすることが基本ですが、廃棄物から投棄者が
特定できる物については追跡調査を行うことと
しております。

　

みんなで楽しむニュースポーツ
第７回阿蘇市民スポレクフェア

　市民の健康づくりと、誰でもできるスポーツ
の普及を図ろうと、第７回阿蘇市民スポレク
フェアが２月１９日、阿蘇体育館で開催され、
１１０人が参加しました。
　また、スポーツ吹矢体験等もあり、老若男女
問わず、ニュースポーツをたくさんの人が楽し
みました。

▲

ペ
タ
ン
ク
の
部
で
優
勝
し
た

「
阿
蘇
ド
リ
ー
ム
ズ
★
母
」

の
皆
さ
ん
（
後
方
３
名
）

▲

ふ
ら
ば
ー
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
部
で
優
勝
し
た
「
阿
蘇

温
泉
病
院
」
の
皆
さ
ん

不法投棄された冷蔵庫不法投棄された冷蔵庫不法投棄された冷蔵庫

学校や地域、各種団体などで行われた催しなどを紹介します
まちのまちの
話　題話　題
まちのまちの
話　題話　題
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気持ちを込めて造った手作りベンチ
清峰高校最後の卒業生がベンチを寄贈

　４月から全学年が完全に阿蘇中央高校に変わ
るため３月末で閉校する阿蘇清峰高校、林業・
農業土木科の３年生が、学校林から切り出した
ヒノキで製作したベンチを、ＪＲ宮地駅、波野
駅、赤水駅に寄贈しました。
　これは、お世話になった地域に学校名を記し
た生徒手作りのベンチを贈ろうというもので、
末永く多くの人たちに利用してもらうため丹念
に製作に励みました。完成したベンチはしっか
りした作りで３人がゆっくり座れます。駅でた
くさんの乗客を癒すことでしょう。

　

美しい環境と景観のため、広葉樹を植樹
長寿ヶ丘付近の山中に４００本

　阿蘇北外輪山トレッキング協会（阿南善範会
長）と阿蘇ライオンズクラブ（山本勝一会長）
の皆さんが２月１９日、狩尾の長寿ヶ丘の東側
に位置する山中に、モミジやクヌギ、コナラな
ど４００本を植樹されました。
　この植樹は、環境と景観を世界の阿蘇により
ふさわしいものにしようと、トレッキング協会
が毎年行っているもので、今回は同様に様々な
場所で水源涵養林の植樹活動を展開している阿
蘇ライオンズクラブも協力し、共同で実施され
ました。こうした活動の積み重ねで阿蘇の環境
が未来へ受け継がれます。

　市内の旅館やホテル、飲食店の
料理人の有志が集まり、内牧と阿
蘇市全体の活性化を図ろうと、「阿蘇
料理維新の会」が結成されました。
　内牧の旅館で料理長を務める漆
原宏会長をはじめとし、１６店舗、
４０名で組織する同会は、料理人
としてかつての内牧温泉街のよう
に、活気ある街を取り戻すために
出来ることはないかと、今年２月
に結成。「子どもの頃の記憶で、た
くさんの人で活気づく内牧温泉街
の情景がどうしても忘れられない。みんなで協力してあの頃の商店街を取り戻したい」と発足のきっかけを話
す漆原会長。同会では、勉強会や意見交換会を通して料理技術の向上を図りながら、介護施設や保育施設など
のイベントに協力し、料理の技術を伝授したいとしています。
　また、新たな郷土料理や阿蘇の食材を使った新商品の開発など、料理人ならではの取り組みを展開していく
とのことで、「内牧温泉街の発展が阿蘇市全体の活性化に繋がれば」と、『料理』に着目しこれまでにないスタ
イルで阿蘇市の発展に一致団結して取り組む「阿蘇料理維新の会」。今後の活動に大注目です。

内牧温泉街の発展は料理から！料理人有志が
「阿蘇料理維新の会」を結成

▲「阿蘇料理維新の会」の皆さん。
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学校や地域、各種団体などで行われた催しなどを紹介します
まちのまちの
話　題話　題
まちのまちの
話　題話　題

　

無事故１００日達成で副賞いただきました！
高齢者の絆で挑戦！無事故１００

　６５歳以上の方が５人でチームを組み、１０
２日間を全員が無事故で終えるなど３条件をク
リアしたチームに、抽選で副賞が贈呈されると
いう「高齢者の絆で挑戦！無事故１００」コン
テストが行われ、１等に阿蘇市から山部好子さ
ん、佐藤一実さん、佐藤ミサ子さん、村上裕子
さん、家入靖子さんのチームが選ばれました。
このコンテストは熊本県交通安全協会、熊本県
警察等が初めて行ったもので、県内で４４５
チームが参加し２９０チームが達成しました。
　連帯して交通安全の意識を高める企画で、
来年も多くの参加が望まれます。

県内の小学生女子バレーチームが集結
第２１回大阿蘇旗少女バレーボール大会

　第２１回大阿蘇旗少女バレーボール大会が２月
２６日、一の宮中学校ほか３会場で行われ、県内
から２５チームが参加し、熱戦が繰り広げられ
ました。
　この大会は、阿蘇市バレーボール協会（内田
德郎会長）主催で、６年生にこれまでプレーし
てきたチームの思い出づくりと、心身を充実さ
せ新たなステップを踏み出してもらおうと、毎
年この時期に行われており、阿蘇市からも４
チームが参加しました。
　各会場では、白熱した試合が展開され、観戦す
る保護者らから大きな声援が飛びました。なお、
優勝は大津ジュニアバレーボールクラブでした。

体験活動で広がる子どもたちの笑顔

運動場でわ
くわく乗馬

体験

ひょうたん
の飾りもの

づくり
　　　田小学校では、阿蘇の草原
　　　を守る学習として、NPO法
人九州バイオマスフォーラムが推
進する「野草を使った卒業証書作
り」プロジェクトに４年前から取
り組んでおり、今年も６年生が、
秋に地元牧野へ出向いてススキを
採取し、繊維化したものを原料の
一部として紙すきを行いました。
子どもたちは何度もやり直し、で
きあがった紙をみて満足そうでし
た。なお、この野草を使った卒業
証書づくりは、阿蘇市内６ 校で行
われました。

山

　　　水小学校の放課後子
　　　ども教室では、運動
場で乗馬体験が行われまし
た。乗馬を提供されたのは
今年度も阿蘇市の子どもた
ちを多数馬に乗せていただ
いた、夢★大地グリーンバ
レー（梅木康裕代表）の皆
さんで、今回も馬にまたが

り手綱を持ち進むという体験に子どもたちは大喜びでした。

碧

　　　野小学校の放課後子ども
　　　教室では、波野小園の志
賀安男さんの指導による「ひょ
うたん飾り」作り体験がありま
した。地元で収穫されたひょう
たんを使った工芸を子どもたち
に伝承しようというもので、色塗
りや飾り付けを楽しみました。こ
のひょうたん飾りは「縁起もの」
として親しまれており、志賀さんは毎年、波野小・中学校の卒業
生へ新しい門出の記念に贈られています。

波

野草を使っ
て卒業証書

づくり
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スポーツ・文化面などで活躍した人、
表彰を受けた人を紹介します。輝く人たち !輝く人たち !輝く人たち !

長年にわたる地域スポーツ振興に功績
　　　　　　　　　　　　　村上栄子氏に功労者表彰

地方自治の進展に功績
山口畩一氏、藏原純次氏に

旭日単光章

輝
け
！
阿
蘇
市
の
農
業

中
西
洋
介
氏
に
経
営
体
部
門
「
優
良
賞
」

　

昨
年
７
月
に
行
わ
れ
た
平

成
23
年
度
九
州
地
区
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
協
議
会
選
考
委

員
会
に
お
い
て
、
村
上
栄
子

氏
（
分
２
区
）
に
、
九
州
地

区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労

者
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
上
氏
は
、
旧
一
の
宮
町

か
ら
体
育
指
導
委
員
と
し
て

21
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
及
び
、
地

域
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ゴ
ル
フ
等

の
多
種
目
競
技
を
自
分
自
身

で
も
嗜
ま
れ
、
阿
蘇
市
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ「
火

の
山
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の

運
営
委
員
と
し
て
も
、
企
画

運
営
に
携
わ
り
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
地
域
の
活
性
化
に

努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
協
会
の
事
務
局
と
し
て
も

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
等
に
協
力

し
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
･

研
修
会
等
に
も
積
極
的
に
参

加
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
の
中
で
も
リ
ー
ダ
ー
的
存

在
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
、

市
民
の
健
康
保
持
増
進
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
52
回
熊
本
県
農
業
コ
ン

ク
ー
ル
大
会
表
彰
式
が
１
月

24
日
、
熊
本
市
で
開
催
さ
れ
、

水
稲
や
農
作
業
受
託
の
大
規

模
経
営
等
に
取
り
組
ん
で
い

る
中
西
洋
介
氏
（
山
田
）
が
、

経
営
体
部
門
「
優
良
賞
」
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
西
氏
は
、
減
農
薬
・
減

化
学
肥
料
の
特
別
栽
培
米
や
、

有
機
農
法
に
よ
る
ア
イ
ガ
モ

米
を
生
産
し
、
安
全
・
安
心

な
コ
メ
作
り
を
実
践
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

で
き
た
米
は
直
売
ま
で
手
掛

け
て
お
り
、
常
に
低
コ
ス
ト
化

を
意
識
し
、
創
意
工
夫

と
努
力
で
農
業
経
営
に
取

り
組
ん
で
い
る
点
が
高
く

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
後
も
地
域
農
業
の

担
い
手
と
し
て
の
役
割

り
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、

中
西
氏
の
活
躍
か
ら
目

が
離
せ
ま
せ
ん
！

　

町
議
会
議
員
を
歴
任

し
、
地
方
自
治
の
進
展
に

功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、

山
口
畩
一
氏
（
東
２
区
）、

藏
原
純
次
氏（
上
西
黒
川
）

が
、
そ
れ
ぞ
れ
旭
日
単
光

章
を
受
章
さ
れ
、
２
月
21

日
、
市
役
所
で
叙
勲
伝
達

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
口
氏
は
、
旧
一
の
宮

町
議
会
議
員
と
し
て
、
経

済
常
任
委
員
会
委
員
長
や

総
務
常
任
委
員
会
委
員

長
、
一
の
宮
町
議
会
議
長

な
ど
を
歴
任
し
、
昭
和
49

年
か
ら
６
期
21
年
の
永
き

に
わ
た
り
在
職
。

　

一
の
宮
町
議
会
議
長
時

に
は
、
町
執
行
部
と
一
体

と
な
り
豊
富
な
経
験
と
指

導
力
で
、
町
の
振
興
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

藏
原
氏
は
、
旧
阿
蘇
町

議
会
議
員
と
し
て
、
建
設

常
任
委
員
会
委
員
、
総
務

常
任
委
員
会
副
委
員
長
を

歴
任
し
、
昭
和
45
年
か
ら

３
期
12
年
の
永
き
に
わ
た

り
在
職
。
当
時
の
厳
し
い

財
政
状
況
下
に
お
い
て
、

財
政
効
率
化
と
経
費
節
減

を
強
く
訴
え
、
健
全
な
財

政
の
確
立
に
献
身
的
に
努

め
ら
れ
る
と
共
に
、
阿
蘇

町
農
業
委
員
会
委
員
と
し

て
、
後
継
者
育
成
な
ど
、

農
業
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

▲藏原氏（左）と山口氏（中央）
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阿
蘇
の
水
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

２
月
１１
日
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
蘇
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

主
催
で
行
わ
れ
多
く
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
基

調
講
演
の
ほ
か
、
阿
蘇
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
イ
ン
タ
ー

プ
リ
タ
ー
に
よ
る
研
究
調
査
の
発
表
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、特
に
研
究
調
査
で
は「
降
水
」

「
湧
水
」「
河
川
」「
温
泉
」に
つ
い
て
の
報
告
が
な
さ
れ
、

阿
蘇
が
い
か
に
優
れ
た
水
環
境
で
あ
る
か
を
調
査
の

数
々
か
ら
説
明
さ
れ
会
場
を
わ
か
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
成
果
は
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
み
ど
り
の
基
金

を
活
用
し
制
作
さ
れ
た
「
阿
蘇
の
水
の
本
」
に
も

掲
載
さ
れ
、
今
後
、
市
内
の
学
校
や
修
学
旅
行
生

等
へ
配
布
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

阿
蘇
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
阿
蘇
火
山
の
ガ
イ
ド
養
成
や

修
学
旅
行
等
の
現
地
案
内
、
研
究
・
調
査
等
を
行

う
た
め
阿
蘇
火
山
博
物
館
内

に
平
成
１６
年
に
設
立
。

　

阿
蘇
を
訪
れ
る
人
た
ち
に

阿
蘇
火
山
の
し
く
み
や
周
囲

の
環
境
な
ど
を
説
明
し
、「
世

界
の
阿
蘇
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し

い
魅
力
が
あ
る
こ
と
を
身
を

も
っ
て
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

※

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
や
コ
ー

　
ス
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
興
味
の

　

あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お

　

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
蘇
ミ
ュ
ー
ジ

　
ア
ム
☎
３
４‐

２
１
１
１

～世界の阿蘇の水を未来へ～

「阿蘇の水環境シンポジウム」開催

３
、「
火
山
噴
出
物
（
火
山
灰
や

溶
岩
、
火
砕
流
堆
積
物
な
ど
の

こ
と
。
割
れ
目
や
孔
な
ど
の
す
き

ま
が
多
く
地
下
水
が
通
り
や
す

い
）」
の一部
が
、
帯
水
層
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。

　

阿
蘇
は
「
九
州
の
水
が
め
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
３

つ
の
理
由
が
そ
ろ
う
た
め
、
湧
水
が

多
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

数
は
、
少
な
く
と
も
１
，５
０
０
ヶ

所
以
上
で
す
。

　

水
を
通
し
や
す
い
火
山
噴
出
物

の
地
層
と
、
水
を
通
し
に
く
い
地

層
（
例
え
ば
、
花
こ
う
岩
の
地

層
）、
帯
水
層
の
働
き
に
よ
っ
て
、

阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
の
地
下
に
、
水
が

め
の
よ
う
な
構
造
が
で
き
ま
す
。

こ
の
構
造
に
よ
り
大
量
の
地
下
水
が
た
め
こ
ま

れ
、
そ
れ
が
湧
水
に
な
っ
て
わ
き
出
し
ま
す
。

　

理
由
は
３
つ
あ
り
ま
す
。

１
、
多
量
の
雨
が
降
る
。
阿
蘇
は
全
国
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
な
ぜ
、
雨
が
多
い
か
と

い
う
と
、
有
明
海
〜
熊
本
平
野
〜
阿
蘇
山

の
地
形
が
原
因
で
す
。
山
の
斜
面
で
は
、

上
昇
気
流
が
発
生
し
や
す
く
、
さ
ら
に
阿

蘇
地
方
に
は
西
風
が
多
く
、
海
か
ら
の
湿
っ

た
温
か
い
水
蒸
気
が
た
く
さ
ん
運
ば
れ
て

き
ま
す
。
水
蒸
気
は
山
に
ぶ
つ
か
り
斜
面
に

沿
って
上
昇
し
、
山
頂
付
近
で
雲
に
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
雲
が
で
き
や
す
い
の

で
雨
も
多
い
の
で
す
。

２
、
そ
の
雨
水
を
「
か
ん
養
（
ゆ
っ
く
り

と
時
間
を
か
け
て
雨
水
が
し
み
こ
み
、
帯

水
層
を
満
た
し
て
い
く
し
く
み
）」
す
る
森
林
や
草

原
が
、
長
年
維
持
さ
れ
て
き
た
。

阿
蘇
に
は
ど
う
し
て
湧
水
が
多
い
の
？

阿
蘇
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
制
作
し
た
「
阿
蘇
の
水
の
本
」
か
ら
、

一
部
を
引
用
し
、
阿
蘇
の
水
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

春
休
み
特
集　
『
未
来
の
水
環
境
を
守
る
の
は
君
た
ち
！
』

子
ど
も
た
ち
に

ど
も
た
ち
に
知
っ
て
ほ
し
い　

っ
て
ほ
し
い　

阿
蘇
阿
蘇
の
水
の
こ
と

の
こ
と

子
ど
も
た
ち
に

ど
も
た
ち
に
知
っ
て
ほ
し
い　

っ
て
ほ
し
い　

阿
蘇
阿
蘇
の
水
の
こ
と

の
こ
と

子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て
ほ
し
い　

阿
蘇
の
水
の
こ
と
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阿蘇を源流とする６河川の概要

　

地
下
水
を
利
用
す
る
と
き
、
大
半
の

地
域
で
は
、
井
戸
を
ほ
っ
て
ポ
ン
プ
の
力

で
地
下
か
ら
く
み
上
げ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
阿
蘇
に
は
、
２ｍ
以
上
も
の
高
さ
で

水
が
自
然
に
噴
き
上
が
る
「
自
噴
」
す

る
場
所
も
あ
り
ま
す
。

　

阿
蘇
外
輪
山
で
し
み
込
ん
だ
地
下
水

は
地
層
を
通
っ
て
熊
本
平
野
へ
と
た
ど
り

着
き
、
約
９８
万
人
に
お
い
し
い
水
道
水

と
し
て
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
熊
本

都
市
圏
は
世
界
で
も
有
数
の
地
下
水
だ

け
で
生
活
用
水
を
ま
か
な
っ
て
い
る
地
域

で
す
。
地
球
上
の
９
７
．５
％
は
海
水
で
、

淡
水
２
．５
％
（
大
部
分
は
雪
や
氷
河
）。

そ
の
中
で
地
下
水
は
０
．８
％
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
貴
重
な
地
下
水
を
大
切
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。

　

地
面
に
降
っ
た
雨
や
雪
な
ど
が

い
っ
た
ん
し
み
込
ん
で
、
湧
水
と

し
て
地
表
に
出
る
と
、
低
い
位
置

に
向
か
っ
て
流
れ
出
し
ま
す
。
流

れ
出
て
き
た
水
は
集
ま
っ
て
川
に

な
り
、
海
や
湖
に
流
れ
こ
み
ま
す
。

　

源
流
に
近
い
方
か
ら
上
流
、
中

流
、
下
流
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
上

流
は
冷
た
く
て
、
き
れ
い
に
澄
ん

だ
水
で
す
。

　

中
流
で
は
、
水
量
が
増
え
川
幅

が
広
く
な
り
ま
す
。
平
野
部
で
は
、

曲
が
り
く
ね
っ
て
蛇
行
し
、
河
原

や
中
洲
が
で
き
ま
す
。
下
流
は
、

さ
ら
に
川
幅
が
広
く
な
り
、
水
量

も
多
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
一
般

的
な
川
の
姿
で
す
。

　
「
流
域
人
口
」
と
は
、
川
の
流

域
に
住
ん
で
い
る
人
の
数
で
す
。

阿
蘇
を
源
流
と
す
る
６
つ
の一級
河

川
の
流
域
人
口
は
、
約
２
３
０
万

人
で
す
。
こ
れ
に
、
筑
後
川
か
ら

取
水
し
て
い
る
福
岡
市
の
人
口
な
ど

も
合
わ
せ
る
と
、
阿
蘇
の
水
で
の
ど

を
う
る
お
す
人
口
は
、
５
０
０
万

人
に
も
達
し

ま
す
。
雄
大

な
阿
蘇
の
恵

み
を
感
じ
ま

す
ね
。

　

九
州
を
流
れ
る一級
河
川
の
う
ち
、
阿

蘇
を
源
流
と
す
る
川
は
、
６
本
あ
り
ま

す
。
ま
ず
熊
本
県
を
う
る
お
し
、
有
明

海
に
注
い
で
い
る
の
は
菊
池
川
・
白
川
・

緑
川
で
す
。
そ
し
て
大
分
県
に
注
ぎ
込

む
大
野
川
、
福
岡
県
の
筑
後
川
、
宮
崎

県
の
五
ヶ
瀬
川
と
、
阿
蘇
か
ら
４
つ
の
県

へ
流
れ
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
の
生
活
用

水
、
ま
た
農
業
用
水
と
な
っ
て
い
ま
す
。

阿
蘇
の
水
は
多
く
の
生
命
、
産
業
を
支

え
る
と
い
う
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

の
で
す
。

　

熊
本
市
の
「
天
明
水
の
会
」
で
は
、
平
成
６
年

緑
川
上
流
に
、
全
国
に
先
が
け
て
「
漁
民
の
森
」

の
植
林
を
始
め
ま
し
た
。

　
そ
の
２
年
前
に
、
宇
土
市
で
開
か
れ
た
「
第

２
回
ふ
る
さ
と
環
境
会
議
」
の
席
で
「
あ
さ
り

が
消
え
か
け
て
い
る
」と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

上
流
に
住
む
人
か
ら
は
「
下
流
に
被
害
が
あ
る
の

は
上
流
の
我
々
も
責
任
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
出
席
し
て
い
た
上

流
の
山
を
守
る
人
々
も
、
下
流
の
漁
師
さ
ん
も
、

豊
か
な
海
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
、
豊
か
な
森

が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
の
で
す
。

　

森
に
降
っ
た
雨
は
、
腐
葉
土
の
豊
か
な
栄
養

分
を
、
海
に
届
け
ま
す
。
有
明
海
の
豊
か
な
恵

み
に
は
、
森
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
山
と
海
の
人
々
が
協
力
し
て
森

づ
く
り
の
植
林
を
始
め
ま
し
た
。

　

森
が
よ
み
が
え
る
に
は
長
い
年
月
を
必
要
と

し
ま
す
が
、
上
流
域
と
下
流
域
の
人
た
ち
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
深
め
る
こ
と
で
、
豊
か
な
自
然
の
も

と
、
人
々
が
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
な
環
境
を
作
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
の
で
す
。

未
来
を
担
う
皆
さ
ん
へ
の
願
い

　
「
阿
蘇
は
水
資
源
が
豊
富
」
と
い
っ
て
も
限
り

が
あ
り
ま
す
。
水
資
源
の
保
全
の
た
め
に
、
私

た
ち
が
ま
ず
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

水
源
の
か
ん
養
と
節
水
で
す
。
こ
れ
か
ら
も「
阿

蘇
の
水
」
に
つ
い
て
学
び
、
自
然
と
人
と
の
関

わ
り
あ
い
に
つ
い
て
深
く
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と

が
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

阿
蘇
と
熊
本
平
野
の
地
下
水

阿
蘇
に
あ
る
一
級
河
川
っ
て
ど
れ
？

な
ぜ
漁
師
さ
ん
が
森
を
育
て
る
の
？

川
っ
て
、
ど
ん
な
も
の
？

白川

緑川

五ヶ瀬川

菊池川

大野川

筑後川

流域内人口

約１３万人

約５３万人

約１３万人

約２２万人

約２１万人

約１０９万人

全長
７４㎞

（九州９位）
７６㎞

（九州７位）
１０６㎞

（九州６位）
７１㎞

（九州 10 位）
１０７㎞

（九州４位）
１４３㎞

（九州１位）

流域面積
４８０㎢

（九州 14 位）
１,１００㎢
（九州７位）
１,８２０㎢
（九州４位）
９９６㎢

（九州９位）
１,４６５㎢
（九州６位）
２,８６３

（九州１位）

▲ 役犬原地域の田園地帯では、自噴する
湧水を見ることができます。

特 集　子特 集　子どもたちにどもたちに知ってほしい　ってほしい　阿蘇阿蘇の水のことのこと特 集　子特 集　子どもたちにどもたちに知ってほしい　ってほしい　阿蘇阿蘇の水のことのこと特 集　子どもたちに知ってほしい　阿蘇の水のこと
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市からのお知らせ

infoinforrmationmationinfoinforrmationmation

「芝桜」をご提供いただける方を募集します！

《問い合わせ》　企画振興課 地域振興係　☎２２－３１６９

内
牧
に
あ
る
遊
具
公
園

「
あ
そ
☆
ビ
バ
」
に

隣
接
し
て
い
る
阿
蘇
中
央
公

園
で
は
、
水
辺
内
の
水
質
浄

化
や
周
辺
環
境
整
備
も
進

み
、
潤
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る

空
間
に
な

て
き
て
い
ま
す
。

 

現
在
、
水
辺
の
護
岸
整
備

を
一
部
進
め
て
い
ま
す
が
、

来
園
者
に
対
す
る
お
も
て
な

し
や
景
観
の
向
上
に
向
け
、

の
り
面
に
「
芝
桜
」
を
植
え

る
計
画
で
す
。

　

春
に
な
れ
ば
綺
麗
な
花
を

咲
か
せ
、
来
園
者
を
き

と

満
足
さ
せ
る
施
設
環
境
が
整

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
自
宅

等
に
植
え
て
あ
る
「
芝
桜
」

を
中
央
公
園
に
分
け
て
い
た

だ
け
な
い
で
し

う
か
？
数

量
や
品
種
は
問
い
ま
せ
ん
。

ご
提
供
い
た
だ
け
る
方
は
、

大
変
お
手
数
で
す
が
、
企

画
振
興

課
ま
で

ご
連
絡

を
お
願

い
し
ま

す
。

「芝桜」を植樹予定の阿蘇中央公園「芝桜」を植樹予定の阿蘇中央公園

infoinforrmationmationinfoinforrmationmation

国民健康保険被保険者証（保険証）が更新されます

《問い合わせ》　健康福祉課 国民健康保険係　☎２２－３１６７
５７－３１６７

現
在
お
持
ち
の
国

民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
の
有
効
期
限

は
平
成
24
年
３
月
31
日

ま
で
と
な

て
い
ま

す
。
平
成
23
年
度
第
10

期
分
ま
で
の
全
て
の
国

民
健
康
保
険
税
の
納
付

が
お
済
み
の
世
帯
に

は
、
４
月
以
降
お
使
い

に
な
る
新
し
い
被
保
険

者
証
を
簡
易
書
留
で
３

月
の
下
旬
に
郵
送
す
る

予
定
で
す
。
70
歳
以
上

の
方
は
高
齢
受
給
者
証

も
一
緒
に
郵
送
し
ま
す
。

(※ ) 
簡
易
書
留
と
は
配
達

の
際
に
受
け
取
り
サ

イ
ン
を
頂
か
な
け
れ

ば
お
届
け
で
き
な
い

郵
便
で
す
。

納付がまだお済みでない方は
早急にお願いします！！！

郵
送
手
続
き
終
了
後
の
納
付
の
場
合
は

窓
口
で
の
交
付
と
な
り
ま
す
の
で
領

収
書
を
お
持
ち
下
さ
い
。

納
期
限
ま
で
に
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
は
市
役
所
で
随
時
納
税
相
談
を
行

て
い

ま
す
。
お
早
め
に
ご
相
談
下
さ
い
。（
す
で

に
納
税
相
談
を
さ
れ
、
計
画
的
に
納
付
さ
れ

て
い
る
方
は
、
従
来
通
り
納
付
後
に
窓
口
で

短
期
の
保
険
証
を
交
付
い
た
し
ま
す
）

●
納
税
相
談　

税
務
課
☎
２
２
‐
３
１
４
８

高額な外来診療を受ける皆様へ
～平成２４年４月１日から～

外来時の窓口での支払いが自己負担限度額までとなります。

これまでの高額療養費制度のし
くみでは、高額な外来診療を

受けたとき、ひと月の窓口負担が
自己負担限度額を超えた場合でも、
いったんその額をお支払いいただ
いていましたが、平成２４年４月
１日からは、「限度額適用認定証」又は「限度額適用 ･
標準負担額減額認定証」を提示すれば、個人単位で一つ
の医療機関でひと月の限度額を超える分は窓口で支払う
必要がなくなります。認定証の提示がない場合は従来ど
おりの手続きになります。（国民健康保険税を滞納して
いると認定証の交付は受けられません）
※ 入院などの際に申請していただいた「限度額適用認定
証」「限度額適用・標準負担額減額認定証」を現在お
持ちの方は、有効期限までは外来にも

3 3 3 3

引き続き利用で
きます。

※ ７０歳未満の方と７０歳以上で非課税世帯の方で認
定証が必要な方は申請をして下さい。

※ ７０歳以上で課税世帯の方は、高齢受給者証を医療機
関の窓口に提示してください。

●申請先　市健康福祉課 国民健康保険係または
　　　　　各支所の市民係
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市からのお知らせ

infoinforrmationmationinfoinforrmationmation
年度末は住民異動窓口の混雑が予想されます！

余裕をもって、お手続きをお願いします！

infoinforrmationmationinfoinforrmationmation
昨年１０月からの「子ども手当」、

申請はお済みですか？

《問い合わせ》　健康福祉課 子育て支援係　☎２２－３１６７　　　５６‐３１６７　　　　　　

10月より前に受け取っていた方も含め、対象のお子さんを持つ方はすべて、阿蘇市（阿蘇市在住の場
合）へ申請する必要があります。（公務員の方は勤務先へ申請）

平成23年10月分からの子ども手当を受け取るためには・・・

３月末までに申請すれば、10月分からの手当を受給できます。
期限までに申請を行わなかった場合は、手当を受け取ることができなくなります！！

次に該当する場合はご注意ください！
以下の方は申請した月の翌月分からの支給となります。
（３月までに申請しても遡って受け取れません）

●１０月以降に他の市町村へ転居した方　
●１０月以降にお子さんが生まれた方
※ 申請が遅れると、遅れた分の手当を受け取ることができなくなる場合が
ありますので、速やか（15日以内）に申請をしてください。

申　請　期　限 申　請　先 ・市役所 健康福祉課
・内牧支所　・波野支所
※公務員の方は勤務先へ申請

《問い合わせ》　市民環境課 戸籍年金係　☎２２－３１３５　　　５５‐３１３５
　　　　　　　　内牧支所 市民係　　　　☎３２－１１１１　　　５５‐１１１１
　　　　　　　　波野支所 市民係　　　　☎２４－２００１　　　２４‐２００１

　　　

例
年
、
３
月
末
か

ら
４
月
初
め
に

か
け
て
、
窓
口
で
の
転

入
転
出
に
よ
る
異
動
、

及
び
各
種
証
明
書
の
交

付
手
続
き
が
、
通
常
の

数
倍
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
例
年
窓

口
業
務
が
非
常
に
混
雑

し
、
手
続
き
に
時
間
が

か
か
り
ま
す
の
で
、
自

動
交
付
機
の
ご
利
用
及

び
日
時
や
時
間
に
余
裕

を
も

て
、
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

　

窓
口
で
の
各
種
手
続

き
や
証
明
書
発
行
で

は
、
本
人
が
窓
口
で
手

続
き
さ
れ
て
も
、
免
許

証
な
ど
に
よ
り
本
人
確

認
を
す
る
こ
と
が
、
法

令
に
よ
り
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

必
ず
、
本
人
確
認
が

で
き
る
書
類
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

【本人確認書類】
１つ見せていただければ確認できる書類

●国または、地方公共団体の機関が発行した写真付きのもの
【例】
運転免許証、パスポート、身体障害者手帳、療育手帳、外国人
登録証明書、住民基本台帳カード（写真付き）、精神障害者保
健福祉手帳（写真付き）など
※上記の書類（原本）を１つご持参ください。

２つ以上見せていただければ確認できる書類
●公的機関が発行した書類
【例】
国民健康保険被保険者証、健康保険・介護保険被保険者証、共
済組合員証、年金手帳、年金証書、恩給証書、住民基本台帳カ
ード（写真のないもの）など
※上記の書類（原本）を２つ以上ご持参ください。

　　　　　
　　

※確認できる書類をお持ちでない場合や、問い合わせに関しては下記までお願いします。



あべ まりあ さん　６２歳
（本名：阿部まゆみ）

▼ 絵ハガキ

▲ 著書「あったかいね」
　　　　　（日本教文社）

今
月
は
、
阿
蘇
市
へ
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
イ
ラ
ス
ト
を
提
供
さ
れ
た
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
あ
べ
ま
り
あ
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

昭
和
45
年
頃
か
ら
50
年
代
、
少

女
雑
誌
「
フ
レ
ン
ド
」「
な
か
よ
し
」

「
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
」、
月
刊
雑
誌
「
平

凡
」、
学
研
や
小
学
館
の
学
習
誌

な
ど
を
愛
読
さ
れ
て
い
た
方
は
、

「
あ
べ
ま
り
あ
」
さ
ん
の
名
前
を
ご

存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

弁
当
箱
な
ど
の
小
物
か
ら
ぬ
り
え

な
ど
の
絵
も
手
掛
け
、当
時
売
れ
っ

子
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
あ
べ
ま

り
あ
さ
ん
は
、
実
は
阿
蘇
市
小
倉

の
出
身
で
す
。

　

現
在
は
、
イ
ラ
ス
ト
の
ほ
か
、

歌
や
本
の
発
刊
、
講
演
な
ど
で
も

活
躍
中
で
す
が
、
昨
年
、
第
二
の

人
生
を
故
郷
で
過
ご
し
た
い
と
阿
蘇

市
へ
引
っ
越
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
後
は
活
動
の
他
、
阿

蘇
市
の
た
め
に
役
に
立
つ
こ
と
が
あ

れ
ば
協
力
し
て
い
き
た
い
と
、
市

の
広
報
活
動
等
へ
イ
ラ
ス
ト
を
使

わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
独
特
の
す
ば
ら
し
い
技
術
で

描
か
れ
た
ま
り
あ
さ
ん
の
絵
は
あ

た
た
か
く
、
懐
か
し
い
阿
蘇
が
優

し
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
体
験
が
心
を
育
て
る

　

人
気
雑
誌
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
当
時
、
大
忙
し
だ
っ
た
ま
り

あ
さ
ん
。
睡
眠
時
間
は
３
時
間
取

れ
れ
ば
い
い
方
。
明
る
い
性
格
も

買
わ
れ
て
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の
仕
事

も
加
わ
り
、
月
刊
雑
誌
「
平
凡
」

で
は
、『
ま
り
あ
ち
ゃ
ん
の一日
付
き

人
』
な
ど
の
連
載
も
。
山
口
百
恵
、

桜
田
淳
子
、
森
昌
子
、
麻
丘
め
ぐ

み
、
西
城
秀
樹
、
郷
ひ
ろ
み
、
野

口
五
郎
と
い
っ
た
ア
イ
ド
ル
の一
日

だ
け
の
付
き
人
と
な
り
、
ア
イ
ド

ル
の
様
子
を
漫
画
に
し
て
紹
介
す

る
と
い
う
も
の
。
ま
さ
に
人
気
の

コ
ー
ナ
ー
で
し
た
。
そ
ん
な
中
で
の

結
婚
、
出
産
。
仕
事
と
家
庭
の
悩

▶ 

作
業
中
の
ま
り
あ
さ
ん

▶ 

昭
和
５０
年
頃
流
行
っ
た

 　

ま
り
あ
さ
ん
の
イ
ラ
ス

 　

ト
の
弁
当
箱
。
当
時
、

 　

保
育
園
に
持
っ
て
行
っ
て

 　
い
た
方
に
は
懐
か
し
い
。

み
も
忙
し
さ
に
比
例
し
増
え
続
け

心
労
が
の
し
か
か
っ
て
き
ま
す
。
離

婚
や
病
気
を
経
験
す
る
中
で
、「
生

き
る
意
味
を
知
り
た
く
な
っ
た
」

と
、
絵
を
描
く
こ
と
を
や
め
、
自

分
を
見
つ
め
直
す
期
間
を
取
る
こ

と
を
決
断
さ
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
突
然
ま
り
あ
さ
ん
の

中
か
ら
湧
き
出
て
き
た
、
メ
ロ

デ
ィ
ー
や
詩
。「
苦
労
や
悩
み
を
た

く
さ
ん
か
み
し
め
た
か
ら
こ
そ
生

ま
れ
た
奇
跡
」
と
当
時
を
振
り

返
ら
れ
ま
す
。
そ
の
時
生
ま
れ
た

『
あ
っ
た
か
い
ね
』
の
本
は
好
評
で

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
を
続
け
て
い
ま
す
。

ま
り
あ
さ
ん
は
心
の
ビ
タ
ミ
ン
剤

　
「
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
へ
こ

た
れ
な
い
で
、大
き
な
声
で
笑
っ
て
、

自
分
を
ほ
め
て
ほ
め
ま
く
り
ま
し
ょ

う
。あ
り
の
ま
ま
で
よ
か
た
い
ね
！
」

と
、
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
語
る
ま
り
あ
さ

ん
の
魅
力
は
、
そ
の
人
柄
に
も

あ
り
ま
す
。
著
書
『
ほ
が
ら
か
に
』

『
あ
っ
た
か
い
ね
』『
お
か
あ
さ
ん
』

な
ど
を
読
む
と
心
が
ほ
っ
と
温
か

く
、
前
向
き
に
な
っ
て
き
ま
す
。
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「
け
ど
ね
、
私
の
失
敗
は
優
し

さ
の
使
い
方
を
誤
っ
た
こ
と
。
優

し
さ
＝
精
神
が
弱
い
・
逃
げ
・

争
い
た
く
な
い
・
嫌
わ
れ
た
く
な

い
た
め
の
場
合
が
多
い
。
ぜ
ひ
、

皆
さ
ん
に
は
真
の
優
し
さ
を
与
え

る
勇
気
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
、
ご
自
身
の
心
の
学
び
の一つ
を

語
ら
れ
ま
す
。

　
そ
ん
な
ま
り
あ
さ
ん
の
講
演
会

は
涙
あ
り
笑
い
あ
り
で
、
参
加
し

た
人
た
ち
は
皆
さ
ん
、
明
る
い
表

情
に
な
っ
て
帰
ら
れ
ま
す
。Ｃ
Ｄ
に

も
な
っ
た
「
ま
り
あ
ち
ゃ
ん
の
健

康
講
座
」
は
心
も
体
も
元
気
に
し

て
く
れ
る
体
操
付
き
の
歌
で
、
阿

蘇
青
少
年
交
流
の
家
で
の
活
動
な

ど
で
も
こ
れ
か
ら
多
い
に
発
揮
さ

れ
る
そ
う
で
す
。

ま
り
あ
さ
ん
よ
り
市
民
の

　
　
　

皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
「
阿
蘇
は
『
阿
（
天
）
が
蘇
る
』

す
ご
い
所
。
阿
蘇
に
戻
っ
て
こ
ら

れ
た
こ
と
を
心
か
ら
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
太
古
の
息
吹
き

を
そ
し
て
、
大
地
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
し
っ
か
り
と
受
け
と
め
て
阿
蘇

の
す
ば
ら
し
さ
を
絵
や
歌
で
讃
え

な
が
ら
、
阿
蘇
の
さ
ら
な
る
発
展

の
た
め
に
少
し
で
も
お
力
に
な
り

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。」

※

ま
り
あ
さ
ん
は
、
今
後
本
市
を

ま
り
あ
さ
ん
は
、
今
後
本
市
を

　

拠
点
に
、
絵
や
講
演
な
ど
で
活

　

拠
点
に
、
絵
や
講
演
な
ど
で
活

　

動
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連

　

動
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連

　

絡
く
だ
さ
い
。

　

絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
り
あ
工
房

ま
り
あ
工
房
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イ
ラ
ス
ト
は
今
後
広
報
誌
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イ
ラ
ス
ト
は
今
後
広
報
誌
や　

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
Ｔ
Ｖ

Ｗ
Ｅ
Ｂ
Ｔ
Ｖ
ア
ソ
ア
ソ
等
で
登
場

等
で
登
場

　

し
ま
す

　

し
ま
す
。
乞
う

。
乞
う
ご
期
待
！

ご
期
待
！

※

ま
り
あ
さ
ん
は
、
今
後
本
市
を

　

拠
点
に
、
絵
や
講
演
な
ど
で
活

　

動
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連

　

絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
り
あ
工
房

　
☎
０
９
０‐

２
７
６
７‐

７
０
７
９

※

イ
ラ
ス
ト
は
今
後
広
報
誌
や　

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
Ｔ
Ｖ
ア
ソ
等
で
登
場

　

し
ま
す
。
乞
う
ご
期
待
！

阿蘇の子どもたちは柿を食べない？阿蘇の子どもたちは柿を食べない？
阿蘇に帰って一番驚いた光景は、柿の実があちらこちらで１１月が過ぎて阿蘇に帰って一番驚いた光景は、柿の実があちらこちらで１１月が過ぎて
も木になったままのこと。老夫婦で柿を採ることができないと聞きました。も木になったままのこと。老夫婦で柿を採ることができないと聞きました。
ならば学校で子どもたちに柿採りをさせ皮をむかせ吊るして干し柿にしてならば学校で子どもたちに柿採りをさせ皮をむかせ吊るして干し柿にして
食べる体験は？太陽をしっかり浴びた地元で実ったものを自身の力で口に食べる体験は？太陽をしっかり浴びた地元で実ったものを自身の力で口に
入れることは成長過程に必要と思います！入れることは成長過程に必要と思います！

阿蘇の子どもたちは柿を食べない？
阿蘇に帰って一番驚いた光景は、柿の実があちらこちらで１１月が過ぎて
も木になったままのこと。老夫婦で柿を採ることができないと聞きました。
ならば学校で子どもたちに柿採りをさせ皮をむかせ吊るして干し柿にして
食べる体験は？太陽をしっかり浴びた地元で実ったものを自身の力で口に
入れることは成長過程に必要と思います！

広報 あそ 2012.0319



ＡＬＴ（英語指導助手）活動日誌ＡＬＴ（英語指導助手）活動日誌

広報 あそ 2012.03 20

　私は平成１９年７月の終わりに来日し、ＡＬＴとして多
くの時間を現在の阿蘇中学校で過ごしました。みなさんも
ご存じのとおり、４月からは阿蘇北中学校と統合され新た
な阿蘇中学校が誕生しますが、私は現在の阿蘇中学校でた
くさんの思い出を作ることができました。
　阿蘇中学校に着任した当初、阿蘇山をはじめとする山々
や森林に囲まれた景色を眺めることができるすばらしい場
所だという印象を持ち、とても興奮しました。しかし、同
時に不安にも思いました。なぜなら、私の母国の南アフリカには中学校はなく、いろいろな面
で日本と南アフリカの教育現場は異なっているからです。南アフリカでは、多くの日本の学校
のように校内でいくつもの靴を使い分けませんし、授業ごとに先生が変わることもありませ
ん。阿蘇中学校で生徒たちが精一杯、校舎の掃除をしている姿を見たときはおどろきました
し、給食の時間をクラスで生徒とともに過ごせることは幸せでした。
　また、日本では学校行事を大切にしていると感じました。入学式や卒業式、体育祭や文化祭
にはじまり、クラスマッチ、スポーツテスト、校内研修など、生徒や先生方はそれぞれがとて
も多くの役割を担い、多くの感動を得ていると思います。
　私は阿蘇中学校で多くの仕事をし、たくさんの喜びを味わいました。この５年間で、たくさ
んの生徒たちや先生方と出会い、英語の指導や国際理解教育に関することのみならず、さまざ
まなことを彼らから学ばせてもらいました。阿蘇中学校にＡＬＴとして勤務できたことを大変
誇りに思います。
　そして最後に私が思い至ったことは、世界中のどの国にい
ても、どんな異なる文化の中にあっても子どもたちは子ども
たちであるということです。これまで大変お世話になりました。

広告

阿蘇中学校ＡＬＴ
セシリオ　ヴァスコンセロス

セシリオ先生は最長となる任用年数
の５年の任用期間を満了し、平成
２４年８月に母国の南アフリカ共和
国に帰国される予定です。

血液を必要としている人がいます。４００mL献血にご協力をお願いします。

問い合わせ：市健康福祉課　☎２２－３１６７

ききときききときときとききき 時間時間時間時間時間時間時間時時 場所場所場所場所場所場所場所場所
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No.46

　車帰の薬師如来は
阿蘇三薬師の一つと
されており、本尊と共に日光菩薩、月光菩薩、
十二神将を配しています。車帰区約３０戸で大切に
守られており、毎年９月下旬には「彼岸籠り」、
１２月８日には「お薬師さん祭り」が行われます。

広報 あそ 2012.0321

新たに登録された阿蘇の宝サテライトをご紹介します！
　今回は平成23年12月に新しく登録された4つのサテライトをご紹介します。これらのサテライトはい
ずれも地域の方々が大切に守り伝えている「阿蘇の宝」です。すでに登録されている８０ヶ所のサテライ
トと同様に今後も多くの方々と協力しながら将来へ守り伝えていきたいと考えています。
　場所等の詳細及びサテライト登録に関してはASO田園空間博物館総合案内所までお尋ねください。

サテライトNo.81

車 帰の薬師寺
(所在地：熊本YMCA
阿蘇キャンプ近く )

　竹原区の氏神であ
る他、藤谷神社は勝
ち負け事の神様として知られています。戦中は出
兵した人の無事を祈る多くの参拝がありました。
現在は、受験や勝ち負け事、商売繁盛、宝くじ当
選などを祈願する人で賑わっています。

サテライトNo.82

藤 谷 神 社
(所在地：JRいこいの
村駅より南へ約２㎞)

　毎年夏から冬にか
けて草原に現れる草
を刈って造られた巨大な扇(扇の両端の長さはお
よそ70ｍ)。地元では明治末期より扇を作る「扇
切り」が始まったと伝えられています。現在は狩
尾3区有志によって組織される「扇保存会」がこ
の扇切りを継承しています。

サテライトNo.83

狩 尾 の 扇

(所在地：狩尾牧野内)

　垂谷の滝は岩肌から染み
出るように流れる滝で、そ
の水は美しく、昔から現在
にいたるまで、この地を訪
れる人の喉を潤してきまし
た。滝の上には不動明王が祀られ、人々から厚く
信仰されています。

サテライトNo.84

垂 谷 の 滝
( 所在地：手野集落
か ら 北 へ 約 １ ㎞ )

ASO田園空間博物館　記憶の収集プロジェクト
古写真のネガを現像します！

ASO田園空間博物館　記憶の収集プロジェクト
古写真のネガを現像します！

　ASO田園空間博物館では「記憶の収集プロジェクト」と
題し、市民の方々が持っておられる古写真を集めて将来に伝
えていく取り組みを行っています。この事業の一環として古
写真のネガの現像も行っています。阿蘇市内の様子を記録し
た古写真のネガをお持ちの方で現像を希望される方はASO
田園空間博物館総合案内所までご連絡ください。ご相談の
上、現像した写真をプレゼントいたします。(ただし、写真
データをご提供いただける方に限らせて頂きます。)家庭の祝い事での集合写真（昭和１２年頃）

【問い合わせ】　ＡＳＯ田園空間博物館総合案内所（道の駅「阿蘇」内）　☎３５‐５０７７
　　　　　　　　ＡＳＯ田園空間博物館ホームページアドレス　http:www.aso-denku.jp/
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く ら し の 情 報
くらしのお知らせや
イベント情報などを掲載します

市役所の電話番号お
　

知
　

ら
　

せ

市役所のホームページ
パ ソコンから　http://www.city.aso.
kumamoto.jp/

携 帯電話から　http://www.city.aso.
kumamoto.jp/kt/

防 災 情 報 確 認

阿蘇安心安全ネットワークシステム
　▶ https://www.aso-anzen.jp/(パソコン)
　▶ https://www.aso-anzen.jp/

app-frontmb/(携帯電話)
熊本県統合型防災情報システム
　 http://www.bousai.pref.
kumamoto.jp/

熊本県雨量･気象情報（携帯電話）
　http://kumamoto.wni.co.jp/i/

・・・お知らせ端末の電話番号
　　　　市内局番＋下４ケタ(同番号)

種
イ
モ
を
使
用
、
生
産

ま
た
は
販
売
す
る
皆
様
へ

　

病
害
虫
の
ま

ん
延
を
防
止
す

る
た
め
、
種
イ

モ
（
種
馬
鈴

し

）
の
検
査

に
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
種
イ
モ
検
査
（
種
馬
鈴
し

検
疫
）
と
は

　

ジ

ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ

ウ

等
の
病
害
虫
は
、
種
イ
モ
を
通
じ
て

広
が
り
、
ジ

ガ
イ
モ
の
生
産
に
大

き
な
被
害
を
与
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
被
害
を
防
ぐ
た
め
、

主
要
な
生
産
地
で
あ
る
11
道
県
（
熊

本
県
を
含
む
）
で
生
産
さ
れ
る
種
イ

冬
季
の
節
水
と
水
道
管
の

凍
結
破
損
注
意
！

　

阿
蘇
市
の
水
道
は
天
然
の
地
下
水

を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
に

よ

て
は
冬
季
に
な
る
と
地
下
水
位

の
低
下
や
湧
水
量
の
減
少
が
見
ら
れ

る
水
源
も
あ
り
ま
す
。

　

冬
季
に
お
い
て
は
、
よ
り
一
層
の

節
水
を
心
が
け
、
朝
晩
の
急
激
な
冷

え
込
み
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、

家
庭
内
水
道
管
の
凍
結
破
損
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※ 

水
道
メ

タ

は
貸
付
と
な

て

い
ま
す
の
で
管
理
不
足
に
よ
り
破

損
し
た
場
合
に
は
、
修
理
代
を
請

求
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　

市
水
道
課

　

☎
２
２
‐
３
１
９
６

人の動き（H24.1 .31現在)

人口 28,516 人 (前月から26 人　)
男 13,459 人 (前月から  6人　)
女 15,057 人 (前月から20人　)
世帯数 11,070 戸 (前月から  6戸　)

モ
は
、
植
物
防
疫
官
が
検
査
し
、
病

害
虫
が
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
種

イ
モ
に
『
合
格
証
票
』
を
添
付
し
て

い
ま
す
。（
11
道
県
で
生
産
さ
れ
た

種
イ
モ
は
、『
合
格
証
票
』
の
添
付

が
な
け
れ
ば
販
売
で
き
ま
せ
ん
。）

　

種
イ
モ
検
査
の
こ
と
や
合
格
証
票

が
無
い
種
イ
モ
が
販
売
さ
れ
て
い
れ

ば
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
、
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

問
い
合
わ
せ
　

農
林
水
産
省
門
司

植
物
防
疫
所
国
内
検
疫
担
当

　

☎
０
９
３
‐
３
２
１
‐
２
８
０
９

▶
合
格
証
票
（
見
本
）

熊
本
県
観
光
サ
イ
ト

『
な
ご
み
紀
行
』
リ
ニ

ア
ル

　

熊
本
県
と
（
社
）
熊
本
県
観
光

連
盟
が
運
営
す
る
熊
本
県
の
総
合

観
光
案
内
サ
イ
ト
『
な
ご
み
紀
行
』

http://kum
anago.jp/

を
ご
存

知
で
す
か
？

　

熊
本
県
内
の
お
す
す
め
観
光
ス

ポ

ト
や
イ
ベ
ン
ト
、
宿
泊
予
約
な

ど
、
週
末
の
お
出
掛
け
に
役
立
つ

様
々
な
観
光
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ツ
イ

タ

や
フ

イ
ス

ブ

ク
で
も
新
し
い
観
光
情
報
を
よ

り
早
く
、
わ
か
り
や
す
く
提
供
し
て

い
ま
す
。
是
非
ご
活
用
下
さ
い
。

※ 

皆
さ
ん
の
フ

ロ

＆
「
い
い

ね
！
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
　

熊
本
県
観
光
課 

　

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
３
５

本庁(総務課)        ☎22-3111 55・56
内牧支所　　　 ☎32-1111 55～58
波野支所 ☎24-2001 24
（水道分室)   ☎24-2003 24
財政課 ☎22-3204
企画振興課　 ☎22-3169
情報課　　　 ☎22-3253 55
税務課　　　　 ☎22-3148 55・56
（地籍調査係） ☎22-3264
市民環境課　　 ☎22-3135 55
人権啓発課　　 ☎22-3206
健康福祉課(福祉事務所) ☎22-3167 55～57
保健センター ☎22-5088 55・56
高齢者支援課　 ☎22-3145 55・56
農政課　　　　 ☎22-3274
商工観光課　　 ☎22-3174
建設課　　　 ☎22-3187
下水道課　　　 ☎32-3200 32・55
会計課　　　　 ☎22-3284
議会事務局　　 ☎22-3279
水道課 ☎22-3196
教育課　　　　 ☎22-3229 55
監査委員事務局 ☎22-3240
農業委員会事務局 ☎22-3254
選挙管理委員会事務局 ☎22-3239
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第11回くまもと障がい者スポーツ大会参加者募集
（旧熊本県障がい者スポーツ大会）

　例年、全国障害者スポーツ大会の予選会として開催し
ていた「熊本県障がい者スポーツ大会」が、平成２４年
４月１日からの熊本市の政令指定都市移行に伴い、熊本
県と熊本市の共催大会として
「第11回くまもと障がい者ス
ポーツ大会」が、下記の要領
で開催されますので、参加を
希望される方は、市健康福祉
課にお申し込みください。
●とき
●競技種目と場所

●参加資格
　▶ 県内に住所を有する方又は県内の施設・学校等に在
籍している方

　▶年齢13歳以上の方（平成2４年4月1日現在）
　▶身体障がいの部・・身体障害者手帳の交付を受けた方
　▶ 知的障がいの部・・療育手帳の交付を受けた方、ま
た、その取得の対象に準ずる障がいのある方

●申込締切
●申し込み先　市健康福祉課　総合福祉係　
　　　　　　　☎２２‐３１６７

競技 場所
卓球

熊本県身体障がい者福祉
センター体育館サウンドテーブルテニス

（身体障がい児者のみ）

陸上 熊本県民総合運動公園陸上
競技場（ＫＫＷＩＮＧ）

アーチェリー
（身体障がい児者のみ）

熊本県民総合運動公園
アーチェリー場

フライングディスク 熊本県民総合運動公園Ａ
多目的グラウンド

ボウリング
（知的障がい児者のみ） マスターズボウル熊本

水泳 熊本総合屋内プール
（アクアドームくまもと）

全
国
健
康
保
険
協
会
か
ら

保
険
料
率
改
定
の
お
知
ら
せ

　

熊
本
県
の
健
康
保
険
料
率
を

１
０

０
７
％
、
介
護
保
険
料
率
を

１

５
５
％
に
引
き
上
げ
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
加
入

者
の
皆
さ
ま
の
医
療
を
支
え
る
た

め
、
事
業
主
及
び
加
入
者
の
方
々
に

は
、
今
回
の
保
険
料
率
引
き
上
げ
に

伴
う
ご
負
担
に
つ
き
ま
し
て
、
何
卒

ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

●
適
用
時
期

▼
一
般
の
被
保
険
者
の
方

　

 

平
成
24
年
３
月
分(

４
月
納
付

分)

か
ら

▼
任
意
継
続
被
保
険
者
の
方

　

 

平
成
24
年
４
月
分(

４
月
納
付

分)

か
ら

● 

問
い
合
わ
せ
　

全
国
健
康
保
険
協

会
熊
本
支
部

　

☎
０
９
６
‐
３
４
０
‐
０
２
６
０

募
集
・
相
談

　

熊
本
県
で
は
、
子
ど
も
の
急
な
病

気
や
ケ
ガ
に
対
す
る
保
護
者
の
不
安

を
解
消
す
る
た
め
県
下
全
域
を
対
象

夜
間
の
小
児
救
急
電
話
相
談

と
し
て
、
夜
間
に
お
け
る
小
児
救
急

の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

受
付
は
、
毎
日
、
午
後
７
時
か
ら

午
前
０
時
ま
で
、
看
護
師
又
は
必
要

に
応
じ
て
小
児
科
医
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

電
話
番
号
は
、「
♯
８
０
０
０
番
」

（
た
だ
し
、
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
、
Ｉ
Ｐ

電
話
、
光
電
話
か
ら
は
、
０
９
６
‐

３
６
４
‐
９
９
９
９
）
で
す
。

　

急
な
病
気
や
ケ
ガ
に
関
す
る
応
急

処
置
や
受
診
可
能
な
医
療
機
関
に
つ

い
て
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　

熊
本
県
医
療
政
策
課

　

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
４
６

く ら し の 情 報



第
25
回
田
空
さ
る
た
塾

阿
蘇
の
杉
を
使

た
木
工
体
験
！
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イ
ベ
ン
ト
・
催
し

　

阿
蘇
中
央
高
校
の
先
生
か
ら
阿
蘇

の
杉
の
歴
史
や
特
性
に
つ
い
て
学
び

な
が
ら
、
実
際
に
阿
蘇
の
杉
を
使

て
ブ

ク
ス
タ
ン
ド
を
作
り
ま
す
。

親
子
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
春

休
み
の
思
い
出
づ
く
り
に
ぜ
ひ
ご
参

加
下
さ
い
。(

昼
食
付)

●
と
き
　

３
月
24
日　

　

午
前
９
時
20
分

午
後
２
時
　

● 

集
合
　

Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物
館

総
合
案
内
所(

道
の
駅
「
阿
蘇
」

内)　

午
前
９
時
20
分

　

（
出
発
　

午
前
９
時
30
分
）

● 

と
こ
ろ
　

阿
蘇
中
央
高
校
　

　
　
　
　
　

阿
蘇
清
峰
校
舎

　

こ
の
講

座
は
、
障

害
者
自
立

支
援
法
に

よ
る
市
町

村
の
必
須
事
業
で
あ
る
手
話
通
訳
者

派
遣
事
業
の
手
話
通
訳
者
を
養
成
す

る
も
の
で
す
。

　

手
話
通
訳
者
が
増
え
る
こ
と
は
地

域
の
聴
覚
障
が
い
者
の
福
祉
発
展
に

つ
な
が
る
も
の
で
す
。
手
話
通
訳
者

に
な
り
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
応
募
し
て

下
さ
い
。

●
講
座
の
内
容

【
入
門
課
程
（
15
日
程
）】

▼
受
講
者
予
定
数
　

30
名
　

▼
期
間
　

4
月
20
日

８
月
３
日

　

 

毎
週
金
曜
、
午
後
6
時
30
分

　

午
後
８
時
30
分

【
基
礎
課
程
（
25
日
程
）】

▼
受
講
者
予
定
数
　

20
名

▼
期
間
　

９
月
７
日

３
月
29
日

　

毎
週
金
曜
、
午
後
6
時
30
分

　

午
後
８
時
30
分

● 

会
場
　

阿
蘇
市
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ

● 

受
講
料
　

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス

ト
料
等
約
６
，０
０
０
円
程
度
必
要
）

● 

受
講
資
格
　

高
等
学
校
卒
業
以
上

の
学
力
を
有
し
、
手
話
通
訳
活
動

を
目
指
す
方
。

手
話
通
訳
養
成
講
座

※ 

手
話
通
訳
者
養
成
と
い
う
趣
旨
を

ご
理
解
下
さ
い
。
基
礎
課
程
受
講

者
は
、
入
門
課
程
を
履
修
さ
れ
た

方
に
限
り
ま
す
。
途
中
か
ら
い
き

な
り
基
礎
課
程
の
受
講
は
で
き
ま

せ
ん
。

● 

受
講
申
込
　

各
会
場
で
テ
キ
ス
ト

料
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

● 

問
い
合
わ
せ
　

財
団
法
人
　

熊
本

県
ろ
う
者
福
祉
協
会
　

　

☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
５
５
８
７

● 

指
導
　

阿
蘇
中
央
高
校

　

髙
島
浩
毅
先
生
、
藤
川
剛
一
先
生

●
参
加
費
　

大
人
２
，
０
０
０
円
／

　

小
人
１
，
０
０
０
円
　

※ 

大
人
１
名
に
つ
き
小
学
生
以
下
１

名
ま
で
無
料 

（
体
験
・
昼
食
・
保

険
代
込
）

●
持
参
物
　

軍
手
、
タ
オ
ル

● 

定
員
　

20
名
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
）

● 

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

Ａ
Ｓ
Ｏ

田
園
空
間
博
物
館
総
合
案
内
所
　

☎
３
５
‐
５
０
７
７

阿
蘇
少
年
少
女
合
唱
団
27
周
年
記
念
演
奏
会

第
４
回
「
阿
蘇
の
春
を
歌
う
」

　

子
ど
も
た

ち
の
す
ば
ら

し
い
ハ

モ

ニ

を
披
露

し
ま
す
。
合

唱
団
の
歌
声

を
ぜ
ひ
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。
今
回

は
特
別
ゲ
ス
ト
に
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏

で
熊
日
学
生
音
楽
コ
ン
ク

ル
で
最

優
秀
賞
に
輝
い
た
河
村
仁
く
ん
（
阿

蘇
中
２
年
）
を
迎
え
て
い
ま
す
。
多

く
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
ま
す
。

●
と
き
　

３
月
20
日　

　

午
前
10
時
30
分
開
場
、
11
時
開
演

●
と
こ
ろ
　

阿
蘇
い
こ
い
の
村

●
入
場
　

無
料

●
主
催
　

阿
蘇
少
年
少
女
合
唱
団

● 

後
援

 

阿
蘇
市
・
阿
蘇
市
教
育
委

員
会
・
阿
蘇
市
文
化
協
会

●
練
習
日
時
　

毎
週
土
曜
日

　

午
後
２
時
30
分

４
時
30
分

● 

練
習
場
所
　

就
業
改
善
セ
ン
タ

（
宮
地
）、保
健
福
祉
セ
ン
タ
（
内
牧
）

●
問
い
合
わ
せ
　

事
務
局
、
工
藤

　

☎
３
２
‐
４
５
１
８

チ

リ
テ

ベ
ビ

マ

サ

ジ

全
国
各
地
か
ら
の
絆

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
が
経
と

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
全
国

の
わ
ら
べ
う
た
ベ
ビ

マ

サ

ジ

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

仲
間
が
賛
同
し

全
国
各
地
で
チ

リ
テ

ベ
ビ

マ

サ

ジ
を
同
時
開
催
し
ま
す
。

●
と
き
　

３
月
13
日　

　

①
午
前
11
時

②
午
後
１
時
30
分

　

③
午
後
３
時

●
と
こ
ろ
　

ゆ
め
タ
ウ
ン
光
の
森
店

　

１
階
イ

ス
ト
コ

ト

●
参
加
費
　

募
金
形
式

● 

対
象
　

生
後
３

月

３
歳
頃
ま

で
の
赤
ち

ん
と
お
母
さ
ん

※ 

体
調
に
よ
り
参
加
で
き
な
い
場
合
あ
り
。

●
申
込
　

当
日
、
会
場
で
受
付

●
定
員
　

各
回
、
先
着
30
組

● 

問
い
合
わ
せ
　

ベ
ビ

マ

サ

ジ

Baby m
assage Q

U
A
(

田
添)

☎
０
９
０
‐
７
４
５
２
‐
２
１
０
３
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く ら し の 情 報

行事・イベント

スポーツ施設スケジュール
(内容は2月17日現在)

●阿蘇体育館（☎３２－４０００）

●農村公園あぴか（☎３２－５０８１）

３月
10日 ：阿蘇の大火文字焼き
　　　　  (はな阿蘇美[ステージイベント])
　 〃　     阿蘇市女性団体連絡協議会セミナー
　　　　  (ＪＡ阿蘇一の宮中央支所)
11日 ：阿蘇中学校卒業式

一の宮・阿蘇北・波野中学校卒業式
17日 ：地域づくり情報交換会
　　　　  (農村環境改善センター)

24日 ：阿蘇神社火振り神事(阿蘇神社)
25日 ： 熊本県知事選挙投票日
　 〃    ：神楽とそば手打ち体験交流
　　　　  (道の駅波野「神楽苑」)

27 ジュニアサッカーフェスティバル
(～29日)

３月

４月

  7日 ： 剣泉会小学生剣道錬成大会
九州産業大学付属九州高等学校オ
リエンテーション(～13日)
信愛女学院高校オリエンテーション

４月

３月
18日 ： 阿蘇郡市バスケットボール総合選手権大会
24日 ： 大阿蘇旗高校剣道錬成大会(～28日)

  ファイヤーカップサッカー大会(～５日)
  7日 ： 大阿蘇カルデラ杯リトルリーグ(～8日)
14日 ：西日本ＯＢサッカー大会(～15日)

４月

広告

　「阿蘇はひとつ」を合言葉に阿蘇郡市7市町村が特徴を
活かした様々な催しを行う阿蘇の火まつり。阿蘇市で開催
されるイベントを紹介します。

阿蘇の大火文字焼き
●ところ　はな阿蘇美（ステージイベント）
●時　間　午後２時～
　「阿蘇の火まつり」の中でもオープニン
グイベントに位置づけられ、例年県内外か
ら多くの観光客が訪れる「阿蘇の大火文字焼き」は、阿蘇・往
生岳に設置した縦横350ｍの日本最大級の「火」の文字が特徴
です。
　ステージイベントでは、阿蘇の野焼きや大火文字焼きに象徴
される「炎」の力強いイメージに合わせ、勇壮な響きを持つ和
太鼓を駆使した迫力のエンターテイメント集団「ＴＡＯ」によ
る阿蘇の火まつり特別公演が行われます。
●イベントスケジュール
14：00～20：00まで　阿蘇の物産市
15：00　郷土芸能（神楽など）のステージイベント
18：30　火文字点火（往生岳、本塚）
～エンターテイメント集団「ＴＡＯ」阿蘇の火まつり特別公演～
19：20頃　花火打上（内牧遊水池）

火振り体験交流
●ところ　阿蘇神社　●時間　午後６時～
●イベントスケジュール
18:30　火振り説明
19:00頃　火振り開始 
※阿蘇神社の火振り神事に参加するものです。

神楽とそば手打ち体験交流
●ところ　道の駅波野「神楽苑」　●時間　午前10時～
●イベントスケジュール
10:00　そば手打ち体験 (体験料1人500円、かけそば試食込)
10:30　神楽公演 (観覧料無料)
※いずれも14:00終了予定 (そば手打ち体験は13:30受付終了)

問い合わせ：阿蘇インフォメーションセンター　
☎３２－１９６０
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人 権 作 文人 権 作 文

家族や身近な人との関係を見つ
め直し、人権や差別について話
し合う機会を持ちましょう。

人権について語り合いましょう

人 権 作 文人 権 作 文 平成２２年度　阿蘇市人権作文集「かけはし」より

優
次
郎
が
生
ま
れ
て
生
活
が
変

わ

た
こ
と

　

山
田
小
学
校 

６
年

　

(

現
阿
蘇
北
中
１
年)

志
賀　

琴
音　

　　

わ
た
し
が
テ
レ
ビ
の
部
屋
で

宿
題
を
し
て
い
た
ら
、
と
な
り

で
遊
ん
で
い
た
優
次
郎
が
い
き

な
り
泣
き
出
し
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
宿
題
が
ま
だ
終

わ

て
い
な
か

た
の
で
、
台

所
に
い
る
お
母
さ
ん
か
優
芽
が

優
次
郎
を
だ
く
だ
ろ
う
と
思

て
宿
題
の
続
き
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
二
人
と
も
だ
か
な

か

た
の
で
、
（
だ
れ
か
だ

こ
し
て
あ
げ
て
よ
ね
。
わ
た
し

宿
題
し
て
る
の
に
）
と
思
い
な

が
ら
、
結
局
わ
た
し
が
だ
き
ま

し
た
。

　

わ
た
し
が
た
て
だ
き
し
て
、

優
次
郎
の
背
中
を
と
ん
と
ん
と

し
た
ら
、
す
ぐ
に
泣
き
や
み
ま

し
た
。
優
次
郎
を
ひ
ざ
の
上
に

の
せ
て
宿
題
を
し
て
い
た
ら
、

優
次
郎
が
ね
む

た
の
で
ゆ

く
り
下
に
お
い
て
ね
か
せ
た

ら
、
す
ぐ
に
大
き
な
声
で
泣
い

た
の
で
（
優
次
郎
は
す
ぐ
泣
い

て
わ
が
ま
ま
だ
な
あ
）
と
思
い

ま
し
た
。
と
な
り
の
部
屋
で
優

芽
が
ま
ん
が
の
本
を
読
ん
で
い

た
の
で
、

「
優
芽
、
わ
た
し
宿
題
お
わ

と
ら
ん
け
ん
、
優
次
郎
を
だ

こ
し
て
い
て
。
」

と
言

て
優
芽
に
優
次
郎
を
あ

ず
け
ま
し
た
。
優
芽
は
、

「
え

。
」

と
言
い
な
が
ら
も
、
優
次
郎
を

だ

こ
し
ま
し
た
。
わ
た
し
は

そ
の
間
に
宿
題
を
終
わ
ら
せ

て
、
本
を
読
ん
で
い
た
ら
、
洗

た
く
も
の
を
た
た
ん
で
い
た
お

母
さ
ん
が
、

「
自
分
の
服
は
自
分
で
た
た
み

な
さ
い
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、

「
え

。
」

と
言

て
た
た
み
ま
し
た
。
そ

の
と
き
、
優
芽
は
優
次
郎
を

だ

こ
し
て
い
た
の
で
、
お
母

さ
ん
が
優
芽
の
服
を
た
た
ん
で

あ
げ
て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は

（
優
芽
は
い
い
な
あ
。
た
た
ま

な
く
て
い
い
か
ら
）
と
思

て

む
か
む
か
し
ま
し
た
。
洗
た
く

も
の
た
た
み
が
終
わ

た
ら
、

家
族
み
ん
な
で
ご
は
ん
を
食
べ

ま
し
た
。
食
べ
終
わ

た
ら
、

す
ぐ
に
お
ふ
ろ
そ
う
じ
を
し
ま

し
た
。
わ
た
し
と
優
芽
で
お
ふ

ろ
そ
う
じ
と
ふ
と
ん
し
き
を
一

日
交
代
で
し
て
い
て
、
今
日
は

わ
た
し
が
お
ふ
ろ
そ
う
じ
で
し
た
。

　

優
次
郎
が
生
ま
れ
て
か
ら

は
、
こ
ん
な
ふ
う
な
毎
日
で
と

て
も
き
つ
い
で
す
。
で
も
、
た

い
へ
ん
だ
け
ど
、
優
次
郎
は
と

て
も
か
わ
い
い
で
す
。

　

そ
れ
に
、
優
次
郎
が
生
ま
れ

た
お
か
げ
で
家
の
中
が
に
ぎ
や

か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
お
ふ
ろ
そ
う
じ
と
か
を
言

わ
れ
な
い
で
早
め
に
し
て
お
い

て
、
優
次
郎
を
い

ぱ
い
だ

こ
し
た
い
で
す
。

問い合わせ：   阿蘇図書館　☎32-0067
　　　　　　一の宮図書館☎22-2916移動図書館車「あそ号」巡回日程

日　　程 巡回場所及び予定時間

赤水駅
14：50～15：10

波野保健福祉センター
10：00～ 10：30

坂梨公民館
11：00～ 11：20

古城公民館
  11：30～ 11：50

宮本酒店前
15：20～15：40

早瀬スヨさん宅前
15：50～16：10

たちばな園
16：20～16：40

阿蘇図書館
16：50

阿蘇図書館
9：30

阿蘇図書館
12：05

猿渡製材所　
10：55～11：10   

坊中公民館 
11：20～11：35  

佐伯商会前 
11：40～12：00   

くんわの里 
12：10～12：30  

枳天満宮 
14：20～14：40  

阿蘇図書館 
9：00

上寿園
 9：05～9：25

山田公民館
9：35～9：50

西役犬原公民館
10：00～10：20  

竹原公民館
10：30～10：45  

図書館へ
行こう！
図書館へ
行こう！

おはなしアップルの春のお楽しみ会　
 読み聞かせボランティア「おはなしアップル」の皆さんによる楽しい会です。
どなたでもお気軽にお越しください。
●とき ●ところ　阿蘇図書館研修室
●内容　エプロンシアター、パネルシアター、紙芝居　等　　＊無料

※移動図書館の巡回希望を承ります！詳しくは29ページをご覧ください。



す く す く 広 場 ぴ よ ぴ よ 広 場

　

糖
尿
病
予
備
群
が
比
較
的
多
い
阿
蘇
市
。
そ
の

糖
尿
病
を
未
然
に
防
ご
う
と
１
月
16
日
、
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ

で
地
域
住
民
を
対
象
に
、
糖
尿

病
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
ま
ず
、
糖
尿
病
が
ど
ん
な
病
気
な
の

か
、
ま
た
、
糖
尿
病
が
な
ぜ
怖
い
の
か
を
伝
え
ま

し
た
。
ま
た
、
糖
尿
病
の
発
症
予
防
に
効
果
が
あ

る
肥
満
予
防
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
自
分
の
身
体

を
知
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
適
正
体
重
を
Ｂ
Ｍ

Ｉ
計
算
尺
で
算
出
し
、
胸
囲
測
定
を
実
習
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
１
日
に
摂
る
食
事
の
量
、
調
味

料
の
量
を
サ
ン
プ
ル
で
見
せ
る
と
、
参
加
者
は
大

変
驚
い
た
様
子
で
し
た
。
最
後
に
、
糖
尿
病
予
防

食
の
実
習
、
試
食
を
行
い
、
参
加
者
は
調
理
や
食

事
を
通
し
て
楽
し
み
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

　

食
生
活
を
中
心
に

生
活
習
慣
を
見
直
し

て
、
糖
尿
病
の
予
防

の
た
め
の
正
し
い
知

識
を
身
に
つ
け
、
明

る
く
健
康
に
過
ご
す

こ
と
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
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食
生
活
推
進
員
協
議
会
阿
蘇
支
部

子育て支援
センター情報

市では３ヶ所の子育て支援センターを開設しています。
どのセンターもご自由にご利用いただけます。

の ん び り 広 場
●場　所　波野保育園
●開放日　 月～金曜
●時　間　9:00～14:00
●電　話　２４‐２８００
※お知らせ端末同番号

３月・４月

活 動 内 容

親子ビクス（阿蘇市
子育て支援センター）

　　　　　 不用品交換会
　　　　　 散歩に行こう！

３月

散歩に行こう！
　　　　　 （よもぎ摘み）

４月

トールペイントを楽
しむ（無地のＴシャ
ツや肌着など持参し
ましょう！）

　　　　　 ※要予約
園庭で遊ぼう（動き
やすい服装で参加下
さい）
バルーンアート（犬
やうさぎなどを風船
で作って遊ぼう！）

　　　　　  ボールやフープを使
っての親子ふれあい
遊び

３月

　　　　 　 （体操やゲームや歌
遊びを楽しもう！）
親子でかんたんクッ
キング（旬の野菜を
使った一品おかず作
り※おにぎりを持参

４月

●場　所　 一の宮子育て支援セ
ンター(りんどう保育園横)

●開放日　 月～土曜
●時　間　8：00～17：00
　　　　　(土曜は12:00まで)
●電　話　２２‐４５３９
※お知らせ端末同番号

●場　所　 阿蘇市子育て支援セ
ンター(三久保)

●開放日　 月～金曜(第2土曜開所)
●時　間　9:00～17:00
●電　話　３２‐３８４３
※お知らせ端末同番号

親子ビクス（ベビー
・マミービクス　講
師：黒木千代子氏

　　　　　  生後３ヶ月～妊婦さ
んも可
誕生会・お別れ会

　　　　　  バイキングパーティー
わらべ歌ベビーマッ
サージ（田添愛氏　
生後１ヶ月～１歳半
頃・妊婦さんも可）
ピクニック「カドリ
ー・ドミニオン」

　　　　　  （10：00現地集合時
間厳守）※要予約

３月

計測日・体験試食会
（おやつ）一緒に遊
ぼう！
親子ふれあい体操

　　　　　  （３B体操指導者：
大塚美和氏　親子で
楽しく身体を動かし
て遊びましょう）

４月※ おやつ作りや親子クッキング
などの調理実習にはエプロン
・三角巾（バンダナ可）が必
要です。

※ 各所では育児相談を随時受け
付けています。電話相談も可
能です。(一の宮子育て支援セ
ンターは育児相談専用☎２２
‐３８５０まで)

糖
尿
病

糖
尿
病
を

境
改
善
セ

病
教
室
を

教
室
で

か
、
ま
た

し
た
。
ま

る
肥
満
予

を
知
る
た

Ｉ
計
算
尺

た
。
そ
の

料
の
量
を

変
驚
い
た

食
の
実
習

事
を
通
し

食
生
活

生
活
習
慣

て
、
糖
尿

の
た
め
の

識
を
身
に

る
く
健
康

こ
と
が
大

い
ま
す
。 食

●○○○●○●○○
お元気ですか？食生活改善推進員協議会○●○○○●○
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●○○○●○●○○お元気ですか？食生活改善推進員協
議会○●○○○●○

月子育て支援 ３月 ４月子育て支援 ３月・４月
子育て中の人たち集ま

れ！！

３月

活 動 内 容
３月

活 動 内 容

糖
尿
病
予
防
教
室

▶
予
防
教
室
の
様
子
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お知らせカレンダー
各 種 相 談 の 日 程

心配ごと相談＜無料＞

　9：30～12：00　一の宮保健センター

　9：30～12：00　阿蘇保健福祉センター

社会保険出張相談＜(国民年金・厚生年金)予約制＞

　10：00～15：00　一の宮保健センター

　10：00～15：00　農村環境改善センター
　予約先　熊本東年金事務所(☎096-367-8144)

もの忘れ相談＜予約制・無料＞
15：00～17：00　阿蘇市役所

　予約先　高齢者支援課(☎22-3145)

こころの相談＜予約制・無料＞
13：30～16：00　阿蘇保健所

　予約先　阿蘇保健所(☎32-0535)

各 種 健 診 の 日 程

３～４ヶ月児健診
H23.10.26～11.22生まれ

　受付　13：00～13：20　一の宮保健センター

７～８ヶ月児健診

　受付　13：00～13：20　一の宮保健センター

１歳６ヶ月児健診

　受付　13：00～13：20　一の宮保健センター

３歳児健診

　受付　13：00～13：20　阿蘇保健福祉センター

休 日 在 宅 医

３月１１日
３月１８日
３月２０日
３月２５日
４月　１日
４月　８日
４月１５日

問端内科
阿蘇温泉病院
市原胃腸科外科
一の宮整形外科
松見内科クリニック
脇胃腸科
さかなしハートクリニック

３２－０１０２
３２－０８８１
３４－１２１１
２２－３９１１
２２－０２６０
３２－２５００
２４－６２６２

予 防 接 種

３種混合[予約制]
場 　所： 阿蘇中央病院、小野主生医院、

たくもと小児科クリニック、　
松見内科クリニック

対象者：生後３ヶ月～７歳６ヶ月未満

ＢＣＧ[毎週第４火曜日]
場　所：一の宮保健センター
受　付：13:30～13:50
対象者：生後３ヶ月～６ヶ月未満

麻しん・風しん[予約制]
●対象者
　１期:１歳～２歳未満児
　２期:年長児に相当する方
　３期:中学１年生に相当する方
　４期:高校３年生に相当する方

● ポリオ･ＢＣＧ･麻しん･風しん等(生ワクチン)の予防接種を受けたら、２７日間
は他の予防接種は受けられません。３種混合・日本脳炎等(不活化ワクチン)の
予防接種を受けたら６日間は他の予防接種は受けられません。
●必ず母子手帳と問診票(３～４ヵ月児健診時に配布)を持参して下さい。

問い合わせ先：一の宮保健センター ☎２２－５０８８

日本脳炎[予約制]
対象者：３歳～７歳６ヶ月未満
　　　　９歳～13歳未満(※)
(※) 平成7年6月1日～平成19年4月1日生
まれの方は、20歳未満までの間、日
本脳炎１・２期が受けられるように
なっています。

医療機関名
種類

麻しん風しん 日本脳炎
阿蘇温泉病院阿蘇温泉病院 ●● ●●
家入整形外科家入整形外科 ●●
市原胃腸科外科市原胃腸科外科 ●
小野主生医院小野主生医院 ● ●●
古閑医院古閑医院 ● ●●
坂梨ハートクリニック坂梨ハートクリニック ●
たくもと小児科クリニックたくもと小児科クリニック ● ●●
問端内科問端内科 ●
松見内科クリニック松見内科クリニック ● ●●
脇胃腸科脇胃腸科 ●
栗林内科医院栗林内科医院 ● ●●
波野診療所波野診療所 ●
阿蘇中央病院阿蘇中央病院 ●● ●●

○上記医療機関に必ず電話予約をしてください。○上記医療機関に必ず電話予約をしてください。

・・・高齢者支援課☎５５－３１４５　一の宮保健センター☎５５－５０８８

熊本県弁護士会法律相談＜予約制・有料＞
毎週金曜日※年末年始、祝祭日を除く
　13:00～16:00　農村環境改善センター
　予約先　熊本県弁護士会(☎096-325-0009)

熊本県司法書士会総合相談＜予約制・有料＞
毎週水曜日※年末年始、祝祭日を除く
　17:00～20:00　農村環境改善センター
　予約先　熊本県司法書士会（☎096-364-2890）

健康測定日＜事前予約不要・無料＞

　10：00～16：00　波野保健福祉センター

　  9：00～17：00　一の宮保健センター

　  9：30～16：00　内牧支所
※ 体重・血圧・HbA1c（血糖）検査等を行います。

登記相談＜無料＞
10：00～15：00　

　市役所議会棟小会議室
　問い合わせ 熊本地方法務局(☎096-364-2145)

※ 阿蘇中央病院夜間診療：毎週金曜19時～21時。



作 り 方

※出来上がりを10人で分けた場合の1人分
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〔趣味〕車いじり 
〔阿蘇の好きなところ〕 
　自然豊かなところ
〔阿蘇市への要望〕
　若者が遊べる場所がほしい
〔好きな女性のタイプ〕
　元気のいい人、車好きな人
〔好きな言葉〕鶏口牛後

Ｑ．仕事の内容
　・土地改良施設の維持管理業務
　・環境保全活動

Ｑ． 仕事で、日頃から心がけて
　　いること
　　途中で投げ出さない

山口　裕亮 さん （24） 分１区
水土里ネット一の宮　勤務

ゆうすけ

阿 蘇 か や く め し阿 蘇 か や く め し阿 蘇 か や く め し阿 蘇 か や く め し阿 蘇 か や く め し

194kcal
4.8ｇ
1.6ｇ

：
：
：

地区のお祭りなど行事があれば用意され
る伝承料理です。ちくわが鶏肉になること
もあります。

〈食改より一言〉

～ 食 生 活 改 善 推 進 員 協 議 会 ～

エネルギー
たんぱく質
脂 質

26ｍｇ
1.5ｇ

：
：

カルシウム
塩 分

　阿蘇清峰高校の生物科学科が、４年が
かりで品種開発に取り組んだイチゴが２月
１０日、農林水産省から品種登録の認定を
受けました。品種名は「あその小雪」。
　イチゴ農家の経営が厳しくなる中、自分
たちの力で品種を開発し、魅力あるイチゴ
で阿蘇市の農業を盛り上げたいと、４年前
から開発を続けました。
　この『あその小雪』は、名前のとおり真っ
白な色をしており、酸味が全くなく普通のイチゴに比べ甘いのが特徴です。
　開発に携わった今村樹起さん（２年）は、「先輩たちと作ってきたイチゴが登録
されて嬉しい。このイチゴを全国に広めていきたい」と、今後は賛同いただいた農
家と共に、阿蘇の特産品として売り出していくとのことです。

米は洗って、３０分程水切りしておく。だしは、昆布とかつお節でとっておく。
ゴボウはささがきにし、水にさらしてアク抜きをする。
ニンジンは３㎝長さの千切りにする。干シイタケは水で戻して千切りにする。
糸こんにゃくは下茹でして３㎝長さに切る。油揚げは熱湯をかけて千切りに
する。ちくわは縦３～４つ割りし、薄切りする。
炊飯器に、米、だし汁、②、③の具、調味料を入れ、混ぜ合わせたら普通に炊く。
炊き上がったら、切った三つ葉を散らす。

①
②

③

④
⑤

材　料（米３合分）
●米 ……………………… ３合
●だし汁 ……………… ３カップ
●ゴボウ ………………… ５０ｇ
●ニンジン ……………… ５０ｇ
●干シイタケ …………… ３枚
●糸こんにゃく ………… １００ｇ

阿蘇の新しい特産品として期待 !阿蘇の新しい特産品として期待 !
珍しい白いイチゴ「あその小雪」が品種登録認定 !珍しい白いイチゴ「あその小雪」が品種登録認定 !

阿蘇の新しい特産品として期待 !阿蘇の新しい特産品として期待 !
珍しい白いイチゴ「あその小雪」が品種登録認定 !珍しい白いイチゴ「あその小雪」が品種登録認定 !

阿蘇の新しい特産品として期待 !
珍しい白いイチゴ「あその小雪」が品種登録認定 !

●油揚げ …………………… ３０ｇ
●ちくわ …………………… ５０ｇ
●三つ葉 …………………… １０ｇ
調味料
　●しょうゆ …………… 大さじ４
　●塩 …………… 小さじ１／２
　●酒 ………………… 大さじ２

▶ 

「
将
来
は
農
家
と
し
て
こ
の
イ
チ
ゴ
を
育
て

　
　

た
い
」
と
夢
を
語
て
く
れ
た
今
村
さ
ん
。
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